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乳幼児をもつ保護者の「親育ち」と「困りごと」に関する研究
―アンケート調査より―

Research on "Parenting" and "Problems" of Parents with Infants and Young Children
―From a Questionnaire Survey―

楠　本　洋　子
Yoko KUSUMOTO

湊川短期大学　幼児教育保育学科

Abstract
　As the government aims to improve the child-rearing function of communities and families, and parents' anxiety 
about child-rearing is considered to be a factor in this. In this study, we conducted a questionnaire survey to find 
out what problems parents with infants and young children are concerned about in their daily lives and whether 
they have someone to consult with, with the aim of obtaining suggestions for effective measures to prevent parents' 
problems from becoming long-term worries and leading to child-rearing anxiety. From the survey, we grasped the 
actual situation of problems and consultations, and analyzed the relationship between parenting and problems using 
a "parenting scale" that indicates parenting attitudes. Furthermore, we used a "child-rearing involvement scale" to 
analyze the influence of partners' participation in child-rearing on problems. As a result, it was estimated that the 
more a partner's interest in child-rearing, the greater the impacted it makes to the partner's parenting in terms of 
"self-strength,"  "purpose  in  life/presence,"  "cooperativeness," and  "sense of responsibility toward children."  It was 
made clear that a partner's interest in child-rearing contributes to improving parents' parenting attitudes. Based on 
these findings, it was suggested that a partner's strong interest in child-rearing is one of the effective measures to 
prevent parents' "problems" from becoming long-term worries and leading to "child-rearing anxiety."

Keywords: Guardian, Parenting, Problems, Partner, Consultation

要旨
　国が地域や家庭の養育機能の向上を図ることを課題とし，その要因に保護者が育児不安を抱えていることが問われ
る中，本研究では乳幼児をもつ保護者自身が日々の生活のなかで気になっている「困りごと」はどのようなものであ
るか，相談相手はいるのか等についてアンケート調査を実施し，保護者の「困りごと」が長期の悩みとならず「育児
不安」につながらないような効果的方策の示唆を得ることを目的とした。その調査より「困りごと」や「相談」の実
態を把握するとともに，養育態度を示す「親育ち尺度」を利用して親育ちと「困りごと」の関係を分析し，さらに「育
児関与尺度」を利用して，「困りごと」への配偶者 / パートナーの育児参加の影響などを分析した。その結果，配偶
者 / パートナーの育児への関心が高いほど，一方の保護者の親育ちの「自己の強さ」，「生き甲斐・存在感」，「協調性」，

「子どもに対する責任感」に大きく影響していると推測され，子育てに配偶者 / パートナーの育児への関心が保護者
の養育態度の向上に資することが明らかになった。これらのことより，保護者の「困りごと」が長期の悩みとならず

「育児不安」につながらないためには，配偶者 / パートナーの育児への関心の高いことが効果的方策の一つであると
考察された。

キーワード：保護者，親育ち，困りごと，配偶者 / パートナー，相談

Ⅰ．問題と目的
　こども家庭庁が 2023 年４月１日に発足した。「こども
まんなか社会」の実現を目的として，「こどもを産み育
てやすい環境の整備を進めるとともに，こどもの健やか
な成長を図るため，すべての子育て家庭を対象に，地域
のニーズに応じた様々な子育て支援の充実に取り組んで
いきます。」１）としている。
　この子育て支援施策は国により，少子化対策のなかで

進められてきたものである。それは年代に応じた施策が
反映され進められているが，変化する子育て家庭におい
て，乳幼児を育てる保護者が孤立感や育児不安を抱える
ことがクローズアップされ，国は地域や家庭の養育機能
の向上を図ることを課題としている。
　このように近年の子育て支援には，子育て家庭におけ
る保護者に対する支援の喫緊の課題として，育児不安へ
の対応とともに養育機能の向上を図ることが望まれてい
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る。
　特に「育児不安」は，子どもに虐待といった大きな影
響を与えるとの報告もなされ，多くの研究がなされてい
る。この「育児不安」について，大日向２）は「子ども
の成長発達の状態に悩みを持ったり自分自身の子育てに
ついて迷いを感じたりして，結果的に子育てに適切にか
かわれないほどに強い不安を抱いている状態」と定義し
ている。また京藤３）は「核家族化，地域との交流の希
薄化，育児の孤独化などを背景に育児に対して持つ否定
的な感情」としている。さらに育児不安研究の先駆者で
ある牧野４）は「育児行為の中で一次的あるいは瞬間的
に生ずる疑問や心配ではなく，持続し，蓄積された不安
の状態。子どもの現状や将来あるいは育児のやり方や結
果に対する漠然とした恐れを含む情緒の状態」と定義し
ている。
　これらのことから育児不安は，①育児に対して持つ否
定的な感情，②瞬間的に生ずる疑問や心配ではなく，持
続し，蓄積された不安の状態，③結果的に子育てに適切
にかかわれないほどに強い不安を抱いている状態である
と理解できる。
　この育児不安に関連した言葉として「子育ての悩み」

「困りごと」などをあげることができるであろう。
　そこで，CINII で「乳幼児　子育て　悩み　困りごと」
で検索をした結果，33 件あり，内 21 件が論文であった。
これらの論文のタイトルと要旨によると，「親の悩み」５）

「母親の育児不安」６）「子育てにおける困りごと分析」７）

「子育てに関する困りごとや悩み」８）「育児不安と日常の
育児相談」９）などであった。
　これらから「子育ての悩み」「困りごと」に統一した
概念はないが，日々の暮らしのなかで「困りごと」が発
生し，その「困りごと」が早期に解決すれば，解消につ
ながる。しかし，しばらく継続すると「困りごと」が「悩
み」につながっていくように推測され，その「悩み」が
長期化すると，牧野がいうように「持続し，蓄積された
不安の状態。子どもの現状や将来あるいは育児のやり方
や結果に対する漠然とした恐れを含む情緒の状態」とい
う「育児不安」につながっていくという構図が見えてく
る。さらに「育児不安」と「困りごと」の関連について，
八重樫７）は，「保護者が抱く子育てにおける困りごとを
明らかにし，育児不安との関連性及びその内容を考察す
ること，地域子育て支援における作業療法の実践への示
唆を得ること」としており，困りごとと育児不安の関連
性に注目している。このことから保護者が育児不安を抱
かないためには，「困りごと」に注目する必要があるだ
ろう。そして乳幼児をもつ保護者自身が「育児不安」に
陥らないためにも，「困りごと」を自覚した初期段階で
気軽に相談できる環境があることが望ましいと考えられ
るのではないだろうか。
　以上のように国が地域や家庭の養育機能の向上を図る
ことを課題とし，その要因に保護者が育児不安を抱えて
いることが問われる中，本研究では乳幼児をもつ保護者
自身が日々の生活のなかで気になっている「困りごと」
はどのようなものであるか，相談相手はいるのか等のア
ンケート調査を実施する。その調査より「困りごと」や

「相談」の実態を把握するとともに，養育態度を示す楠
本の「親育ち尺度」10）を利用して親育ち因子と「困りごと」
の関係を分析し，さらに楠本の「育児関与尺度」11）を利
用して，困りごとへの配偶者 / パートナーの育児参加の
影響などを分析することにより，保護者の「困りごと」

が長期の悩みとならず「育児不安」につながらないよう
な効果的方策の示唆を得ることを目的とする。

Ⅱ．調査方法と調査内容
１．調査方法：アンケート調査を実施

（１）調査対象施設と調査対象人数：対象施設は湊川短
期大学附属幼稚園５園，保育園１園，こども園１園の
計７施設であり，対象人数は対象園に乳幼児を通わせ
る保護者計 666 名であり，232 名の回答（34.8％）が
得られた。なお分析に使用した有効回答数は 220 名

（33.0％）であった。調査方法は附属園の園長会議で
園長先生方にアンケート調査の説明をして理解してい
ただき協力を依頼した。

（２）実施期間：2024 年６月 18 日から 2024 年８月２日
に実施した。

（３）手続き：アンケート調査書には調査の目的・倫理
的配慮を記し無記名とし，調査に同意を得られた対象
者への案内は，対象園施設長に同意を得て，Google 
Forms を使用して実施した。なお回答者は主に子ど
もの育児を担っている保護者を希望した。

（４）倫理的配慮：調査に協力しないことによる不利益
はないこと，途中辞退の自由，プライバシーの保持，
匿名性の厳守，得られたデータの安全な処理，研究論
文公開の可能性について，Google Forms の「アンケー
ト調査のお願い」に記述して同意を得た。

２．調査内容
　質問項目（１）（２）（４）は楠本 12）を参考にし，（３）
は岸本ら 13）と松本 14）を参考に作成した。以下の人数と
比率は有効回答数（220 名）を使用した。

（１）「属性分布」の質問項目と得られた回答数および回
答率は以下のとおりである。
１）回答者：母 215 名（97.7％），父５名（2.3％）
２）年代：20 代 12 名（5.5％），30 代 149 名（67.7％），

40 代 58 名（26.3％），50 代以上１名（0.5％）
３）職業：会社員 59 名（26.8％），公務員 15 名 6.8％），

自営業６名（2.7％），その他 137 名（62.3％），未記
入３名（1.4％）

４）就業形態：育休中 16 名（7.3％），離職中 36 名
（16.4％），正規雇用 56 名（25.4％），非正規雇用 60
名（27.3％），その他 50 名（22.7％），未記入２名（0.9％）

５）お子様の数：一人 45 名（20.5％），二人 116 名
（52.7％），三人 48 名（21.8％），四人以上 11 名（5.0％）

６）お子様の年齢（多児家庭があり，合計 364 名）：
０歳 20 名（5.5％），１歳 19 名（5.2％），２歳 35 名

（9.6％），３歳 58 名（15.9％），４歳 68 名（18.7％），
５歳 68 名（18.7％），６歳以上 96 名（26.4％）

７）家族形態：核家族 205 名（93.2％），拡大家族６
名（2.7％），その他家族８名（3.6％）未記入１名

（0.5％）
８）近所（車で 10 ～ 15 分位）に実家がある：ある

105 名（47.8％），ない 115 名（52.2％）
９）近所（車で 10 ～ 15 分位）に友人がいる：いる

151 名（68.6％），いない 68 名（30.9％），未記入１
名（0.5％）

10）現在お住いの居住年数：１年未満 16 名（7.3％），
１～５年未満 88 名（40.0％），５～ 10 年未満 85 名

（38.6％），10 年以上 31 名（14.1％）
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（２）「配偶者 / パートナーについて」は，楠本」12）の９
項目の質問を採用して４択で尋ねた。評価は，「４よ
くあてはまる」＝４点，「３少しあてはまる」＝３点，

「２あまりあてはまらない」＝２点，「１全くあてはま
らない」＝１点とした。なお分析方法の統計学的処理
は，IBM SPSS Statistics を用いて分析を行った。

（３）「子育てについて」の質問項目と得られた回答数（合
計 535 件）および回答率（220 名中）は以下のとおり
である。
１）困っていることについて
　　①成長曲線に沿っていなくて心配（成長曲線とは：

身長・体重の平均値やばらつきの幅を示した曲線＝
母子健康手帳に掲載）19 件（8.6％），②持病があり
心配　13 件（5.9％），③睡眠時間が少なくて心配　
31 件（14.1％），④主食の摂取量が心配（偏食，小食，
過食など）　75 件（34.1％），⑤間食の摂取量が心配

（菓子類など）　55 件（25.0％），⑥食べ方が心配（遊
び食べ，むら食べなど）　57 件（25.9％），⑦個性が
強くて心配（こだわりが強い，注意しても聞かない
等）　63 件（28.6％），⑧対人関係が心配（人見知り，
集団活動に参加できない等）42 件（19.1％），⑨しゃ
べり方が心配　24 件（10.9％），⑩運動や手作業が
苦手で心配　14 件（6.4％），⑪家族（祖父母を含む）
間で子育ての意見が合わない　７件（3.2％），⑫きょ
うだいの中で可愛さが異なる　９件（4.1％），⑬子
どものしつけ方がわからない　29 件（13.2％），⑭
保護者間の人間関係の築き方がわからない　33 件
15.0％），⑮小学校に入学後，皆についていけるか
心配　46 件（20.9％），⑯その他　18 件（8.2％）で
あった。

２）子育てにおいて，困った時の相談対処について得
られた回答数および回答率は以下のとおりである。

　　①困ったことがある（あった）が，相談はしてい
ない　27 名（12.3％），②相談した　175 名（79.5％），
③困ったことはない（なかった）ので，相談はして
いない　17 名（7.7％），④未記入　１名（0.5％）
であった。

３）「相談した」と回答された方の相談相手について
尋ねた（複数回答可）。得られた回答数および回答
率（220 名中）は以下のとおりである。

　　①配偶者 / パートナー　152 名（69.1％），②実母　
132 名（60.0％），③実父　27 名（12.3％），④義母　

35 名（15.9％），⑤義父　５名（2.3％），⑥きょう
だい　48 名（21.8％），⑦親戚　13 名（5.9％），⑧
友 人　111 名（50.5 ％）， ⑨ 担 任　85 名（38.6 ％），
⑩園長・主任　11 名（5.0％），⑪園以外の教諭・保
育士　19 名（8.6％），⑫保健師　30 名（13.6％），
⑬ カ ウ ン セ ラ ー　19 名（8.6 ％）， ⑭ 医 師　17 名

（7.7％），⑮看護師　２名（0.9％），⑯その他　22
名（10.0％）であった。

（４）「保護者の乳幼児をもつことによる子育て意識の変
化」は，楠本 12）の 56 項目の質問を採用して５択で
尋ねた。評価は「５よくあてはまる」＝５点，「４少
しあてはまる」＝４点，「３どちらとも言えない」＝
３点，「２あまりあてはまらない」＝２点，「１全くあ
てはまらない」＝１点とした。なお分析方法の統計学
的処理は，IBM SPSS Statistics を用いて分析を行っ
た。

Ⅲ．結果
１．配布数と有効回答数，有効回答率
　アンケート調査書の有効回答率は 33.0％（有効回答数
/ 配布数：220/666）であった。

２．「親育ち尺度」と属性別分析
　得られた「親育ち尺度」10）の下位尺度得点が，回答者
の属性によってどのように影響されているかをみた。有
意差がみられた属性は，「育児経験年数」と「子ども数」
であった。「育児経験年数」区分を「①３年未満」17 名，

「②３年」33 名，「③４年」35 名，「④５年」39 名，「⑤
６年以上」96 名の５区分とし，「育児経験年数」区分別
の各因子における分散分析した結果を表Ⅲ-2-1 に示し
た。さらに「子ども数」区分を「①１人」45 名，「②２人」
116 名，「③３人以上」59 名の３区分とし，「子ども数」
区分別の各因子における分散分析した結果を表Ⅲ-2-2
に示した。なお，分散分析において５％水準で差がみら
れた因子については，多重比較（Turkey 法）を行った。

（１）育児経験年数の場合の分析結果
　育児経験年数のちがいが，下位尺度得点にどのよう
な影響を与えているかをみた。「育児経験年数」区分
を「①３年未満」「②３年」「③４年」「④５年」「⑤６
年以上」の５区分とし，保護者の「育児経験年数」区
分別の各因子における下位尺度得点を分散分析した結
果は表Ⅲ-2-1 に示した。

表Ⅲ-2-1　「育児経験年数」のちがいによる下位尺度得点の有意差検定結果

M SD M SD M SD M SD M SD ①-⑤ ③-⑤
第1因子　自己の強さ 3.50 0.78 3.62 0.61 3.41 0.70 3.43 0.65 3.69 0.58 2.03
第2因子　生き甲斐・存在感 4.32 0.63 4.47 0.52 4.31 0.49 4.40 0.51 4.51 0.58 1.22
第3因子　協調性　 3.96 0.74 4.05 0.68 3.92 0.63 4.09 0.53 4.16 0.61 1.20
第4因子　自己制御 3.93 0.83 3.85 0.75 3.75 0.67 3.94 0.55 3.97 0.56 0.84
第5因子　過去と未来への展望 4.40 0.64 4.33 0.70 4.34 0.61 4.44 0.59 4.39 0.62 0.18
第6因子　子どもに関する責任 3.49 0.79 3.87 0.76 3.62 0.59 3.93 0.75 4.12 0.62 5.60 * * *
第7因子　柔軟さ 3.82 0.96 3.86 0.72 3.82 0.67 3.81 0.75 3.96 0.72 0.41

 *:p<.05

グループ間
有意差検定

(df=4,215)

因子　　　 　　　  育児経験
①3年未満
(N=17)

②3年
(N=33)

③4年
(N=35)

F
④5年
(N=39)

⑤6年以上
(N=96)

　表Ⅲ-2-1 より，第６因子「子どもに関する責任」
において有意な差が認められた。「⑤６年以上」が，「①

３年未満」と「③４年」より有意に得点が高かった。
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（２）子ども数の場合の分析結果
　保護者のもつ子ども数のちがいが，下位尺度得点に
どのような影響を与えているかをみた。保護者のもつ

子ども数区分を「①１人」「②２人」「③３人以上」の
３区分とし，子ども数区分別の各因子における下位尺
度得点を分散分析した結果は表Ⅲ-2-2 に示した。

表Ⅲ-2-2　「子ども数」のちがいによる下位尺度得点の有意差検定結果

M SD M SD M SD
第1因子　自己の強さ 3.51 0.60 3.53 0.60 3.70 0.60 1.69
第2因子　生き甲斐・存在感 4.36 0.57 4.44 0.58 4.49 0.48 0.70
第3因子　協調性　 3.96 0.70 4.07 0.60 4.18 0.59 1.55
第4因子　自己制御 3.82 0.78 3.91 0.60 3.99 0.56 0.96
第5因子　過去と未来への展望 4.39 0.65 4.32 0.63 4.50 0.58 1.56
第6因子　子どもに関する責任感 3.79 0.78 3.92 0.70 4.04 0.64 1.69
第7因子　柔軟さ 3.67 0.78 3.88 0.74 4.06 0.66 3.71 * *

 *:p<.05

グループ間有意差検定

(df=2,217) ①-③
因子 子ども数

①1人(N=45) ②2人(N=116) ③3人以上(N=59) F

　表Ⅲ-2-2 より，第７因子「柔軟さ」で有意な差が
認められた。「③子ども３人以上」が「①子ども１人」
より有意に得点が高かった。

３．「親育ち尺度」10）と「育児関与尺度」11）の分析
　「育児関与尺度」の第２因子「育児への関心」が，「親

育ち尺度」の下位尺度のすべてに有意に関連があること
が分かっている 15）。そのため「育児への関心」の平均
値を高群と低群の２区分とし，高群と低群に分けられた
データの，それぞれの親育ち尺度における下位尺度得点
を t 検定した結果は表Ⅲ-3-1 である。

　表Ⅲ-3-1 より，配偶者 / パートナーの「育児関与尺
度」11）の第２因子「育児への関心」の高群と低群の２区
分で有意な差が認められた。それは「親育ち尺度」10）の
下位尺度の第１因子「自己の強さ」，第２因子「生き甲斐・
存在感」，第３因子「協調性」，第６因子「子どもに対す
る責任感」で高群が低群より有意に得点が高かった。

４．「困りごと」の件数と相談の対処方法について
　「親育ち尺度」と属性別分析で有意差が認められた区
分別，および「親育ち尺度」10）と「育児関与尺度」の分

析で有意差が認められた因子においての「困りごと」の
件数，相談の対処方法について以下に示す。

（１）育児経験年数の場合
　表Ⅲ-2-1 より，第６因子「子どもに関する責任」
において有意な差があることが分かり，「⑤６年以上」
が，「①３年未満」と「③４年」より有意に得点が高かっ
たことから，「困りごと」の件数と対処方法を以下の
表Ⅲ -4-1 に示し，第６因子「子どもに関する責任」
が「困りごと」へおよぼす影響をみた。

　表Ⅲ-4-1 より，相談の対処について，「②相談した」
に注目してみると，「④５年」が 87.2％で一番多く相
談しており，「②３年」が 63.7％と一番少ないことが
分かった。また育児経験年数で，親育て尺度の下位尺
度に有意差があった「⑤６年以上」と「③４年」が，
それぞれ 83.4％と 82.9％であるところから，相談対処
には，あまり変わらないことが分かった。

（２）子ども数の場合
　表Ⅲ-2-2 より，第７因子「柔軟さ」で有意な差があっ
た。「③子ども３人以上」が「①子ども１人」より有
意に得点が高かったことから，「困りごと」の件数と
対処方法を以下の表Ⅲ-4-2 に示し，第７因子「柔軟さ」
が「困りごと」へおよぼす影響をみた。

　

表Ⅲ-3-1「育児への関心」のちがいによる下位尺度得点の有意差検定結果

M SD M SD
第1因子　自己の強さ 3.66 0.67 3.47 0.67 2.13 *
第2因子　生き甲斐・存在感 4.57 0.53 4.29 0.53 3.88 ***
第3因子　協調性　 4.22 0.58 3.92 0.64 3.61 ***
第4因子　自己制御 3.99 0.60 3.82 0.66 1.92
第5因子　過去と未来への展望 4.45 0.60 4.32 0.64 1.45
第6因子　子どもに関する責任感 4.03 0.61 3.79 0.78 2.51 *
第7因子　柔軟さ 3.98 0.70 3.79 0.78 1.94

***:p<.001    *:p<.05

　　因子　　　　　　 育児への関心
高群(N=115) 低群(N=100) t

(df=213)

表Ⅲ-4-1　「育児経験年数」の５区分別における相談の対処件数と比率

相談の対処

N % N % N % N % N %
①困ったことはある（あった）が相談していない 3 17.6 8 24.2 4 11.4 4 10.2 8 8.3

128.4611たし談相② 63.7 29 82.9 34 87.2 80 83.4
③困ったことはない（なかった）ので相談していない 3 17.6 4 12.1 2 5.7 1 2.6 7 7.3

0.110.000.000.000.00入記未④

③4年
(N=35)

④5年
(N=39)

⑤6年以上
(N=96)

①3年未満
(N=17)

②3年
(N=33)
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　表Ⅲ-4-2 より，相談の対処について，「②相談した」
に注目してみると，「③３人以上」が 78.0％であると
ころ，「①１人」は 75.6％と少ないことが分かったと
同時に「①困ったことはある（あった）が相談してい
ない」において，「①１人」が「③３人以上」より多
いことが分かった。

（３ ）「育児への関心」で有意差が認められた区分別「困
りごと」の相談相手

　配偶者 / パートナーの「育児関与尺度」11）の第２因

子「育児への関心」の高群と低群において「親育ち尺
度」10）の下位尺度「自己の強さ」「生き甲斐・存在感」「協
調性」「子どもに対する責任感」の下位尺度得点にお
いて有意差がみられたため，困りごとの件数と対処方
法を以下の表Ⅲ-4-3 に示し，配偶者 / パートナーの「育
児への関心」が困りごとへおよぼす影響をみた。分析
人数については，高群（115 名），低群（100 名），未
記入（５名）であった。

　表Ⅲ-4-3 より，相談の対処について，「②相談した」
に注目してみると，「高群（85.2％）」が，「低群（74.0％）」
より多いことが分かった。また，相談者に配偶者 / パー
トナーありにおいて「高群（93.9％）」が，「低群（77.0％）」
より多いことが分かった。

Ⅳ．考察
１．属性分布について
　調査書に「主にお子様の育児を担っておられる方に回
答を希望」と記載してアンケートを実施したところ，回
答者は母親が 97.7％で父親が 2.3％であったことより，
男女共同参画時代において男性に育児参加を促している
が，主に育児を担っているのは，母親が多いことが明ら
かになった。さらに回答者は 30 歳から 40 歳代が 94％
であり，20 歳代の保護者が少なく育児をする年代が高
くなっている傾向にあると考察される。また子ども数に
ついては，二人が半数であることも明らかになっており，
さらに現代は核家族化の時代と言われているが，本調査
でも核家族が 93.2％であり，時代の背景であることも明
らかになった。

２．子育て（困りごと）について
　困りごとの総回答数は 535 件あった。質問項目は，「子
どもの成長・健康①②③」の３項目，「子どもの食事④
⑤⑥」の３項目，「子どもの個性⑦⑧⑨⑩」の４項目，「親
の考え方，思い⑪⑫⑬⑭⑮」の５項目と「その他⑯」で
あった。その中で多かった上位３位は「子どもの食事」「子
どもの個性」であり，１位④主食の摂取量が心配

（34.1％），２位⑦個性が強くて心配（28.6％），３位⑥食
べ方が心配（25.9％），４位⑤間食の摂取量が心配

（25.0％），５位は「親の考え方，思い」の⑮小学校に入

学後，皆についていけるか心配（20.9％）であった。こ
のことから，１位から４位は乳児から年少児を持つ保護
者に多い困りごとのように推測され，これらの困りごと
が子どもの年齢が高くなるとともに徐々に解消され，年
長児になると就学への「親の考え方，思い」の困りごと
に変化してくように考察された。このことから乳児から
年少児の保護者には，「子どもへの健康・成長面，特に
食事関係の講習や実習」の開催等が，さらに年長児の保
護者には，「就学前の保護者向けの講習や先輩ママのお
話会」の開催等も有効な子育て支援ではないかと考察さ
れた。

３．子育ての相談の対処と相談相手について
　子育ての相談の対処についての全体の回答数が一番多
かったのは，「②相談した（79.5％）」で８割近くの保護
者が相談していることが分かった。しかし「①困ったこ
とがある（あった）が，相談はしていない（12.3％）」
ということが分かり，特に子ども数の区分「①１人

（11.1％）」が１割あることから，対処方法についての詳
細な調査の必要性が示唆された。
　また相談相手についての総回答数は 728 件であった。
その中で多かった上位３位は「①配偶者 / パートナー

（69.1％）」，「②実母（60.0％）」，「⑧友人（50.5％）」で
あり，続いて「⑨担任 38.6％）」「⑥きょうだい（21.8％）」

「④義母（15.9％）」と続いている。このことから，７割
近くが相談相手のトップに配偶者 / パートナーを選んで
おり，次いで信頼関係が築かれていると判断できる実母，
友人が選ばれている。さらに園の担任，きょうだい，義
母と続き，子育てについての相談相手に実母や義母が選
ばれているのは，それぞれの保護者の親である子育て経
験者への信頼が推測されるが，相談内容によって，専門

表Ⅲ-4-2　「子ども数」の３区分別における相談の対処件数と比率

相談の対処

N % N % N %
①困ったことはある（あった）が相談していない 6 13.3 13 11.2 7 11.9

696.5743たし談相② 82.8 46 78.0
③困ったことはない（なかった）ので相談していない 5 11.1 7 6.0 5 8.4

7.110.000.00入記未④

①1人
(N=45)

②2人
(N=116)

③3人以上
(N=59)

表Ⅲ-4-3　「育児への関心」の２区分別における相談の対処件数と比率
相談の対処

N % N %
①困ったことはある（あった）が相談していない 10 8.7 16 16.0

0.47472.5889たし談相②
＊相談者に配偶者/パートナーあり（内数） 92 93.9 57 77.0
＊相談者に配偶者/パートナーなし（内数） 6 6.1 17 23.0

③困ったことはない（なかった）ので相談していない 7 6.1 9 9.0
0.110.00入記未④

①高群(N=115) ②低群(N=100)
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性を求める困りごとには担任が選ばれているように示唆
された。

４．「親育ち尺度」と属性別分析について
　「親育ち尺度」10）の下位尺度得点が，母親の属性によっ
てどのように影響されているかをみた結果，有意差がみ
られた属性は，「育児経験年数」と「子ども数」である
ことが分かった。「育児経験年数」のちがいによる分析
の結果，「親育ち尺度」第６因子「子どもに関する責任」
において有意な差が認められ，「⑤６年以上」が，「①３
年未満」と「③４年」より有意に得点が高かったことが
分かった。このことから，育児経験６年以上の保護者が，
育児経験３年未満の保護者と育児経験４年の保護者よ
り，育児経験が長くなると「子どもに関する責任」が増
してくることが推測された。「子ども数」のちがいによ
る分析の結果，「親育ち尺度」の第７因子「柔軟さ」に
おいて有意な差が認められ，「③子ども３人以上」が「①
子ども１人」より有意に得点が高かったことが分かった。
このことから，３人以上の子どもをもつ保護者は，子ど
も１人の保護者より，子ども一人ひとりの友達関係やそ
の友達の保護者との関係性も増え，対人関係が複雑化す
る中で，人としての「柔軟さ」が増し，３人以上の子ど
もに関する責任も高くなっていくように推測された。

５ ．「親育ち尺度」10）と「育児関与尺度」11）の分析につ
いて

　配偶者 / パートナーの「育児関与尺度」の第２因子「育
児への関心」の高群と低群の２区分で有意な差が認めら
れ，「親育ち尺度」10）の下位尺度の第１因子「自己の強さ」，
第２因子「生き甲斐・存在感」，第３因子「協調性」，第
６因子「子どもに関する責任感」で高群が低群より有意
に得点が高かった。このことから，配偶者 / パートナー
の育児への関心が高いほど，その配偶者 / パートナーの
親育ちの「自己の強さ」，「生き甲斐・存在感」，「協調性」，

「子どもに関する責任感」に大きく貢献していると考察
され，子育てに配偶者 / パートナーの育児への関心が保
護者の養育態度の向上に資することが明らかになった。

６．「困りごと」の件数と相談の対処方法について
　育児経験年数の場合，「子どもに関する責任」が困り
ごとへおよぼす影響をみると，相談対処の「②相談した」
において「⑤６年以上」が，「①３年未満」より多く，「③
４年」とあまり変わりないことが分かった。このことか
ら，相談の対処には，「子どもに関する責任」の子育て
意識とは直接には関連していないように示唆された。子
ども数の場合，「柔軟さ」が困りごとへおよぼす影響を
みると，相談の対処について区分「①１人」は「①困っ
たことはある（あった）が相談していない」において，
区分「③３人以上」より多いことが分かった。この区分

「①１人」は，相談する人が傍に少ないのか，相談する
場所や相談方法が分からないのではないかと推測され
た。育児への関心の場合，配偶者 / パートナーの「育児
関与尺度」11）の第２因子「育児への関心」が困りごとへ
およぼす影響をみたところ，「親育ち尺度」10）の「自己
の強さ」「生き甲斐・存在感」「協調性」「子どもに対す
る責任感」の親育ち尺度の下位尺度得点において，高群
が低群より高くなっていることが分かった。それに加え，
相談の対処についての高群が，低群より「相談した」が
多いこと，さらに「相談者に配偶者 / パートナーあり」

において，高群（93.9％），低群（77.0％）であることか
ら，高群の保護者が配偶者 / パートナーに相談している
ことが，高群の保護者の親育ちの「自己の強さ」，「生き
甲斐・存在感」，「協調性」，「子どもに対する責任感」に
大きく貢献していると考察され，子育てに配偶者 / パー
トナーの育児への関心の高さが保護者の養育態度の向上
に影響していることが明らかになった。

　以上のようにアンケート調査の分析より，主に育児を
担っている保護者は母親が約 98％，家族形態「核家族」
約 93％，子ども数「二人」が約 53％，「困りごと」の件
数は平均 2.4 件，「困りごとを相談した」との回答者は
約 80％，その相談相手に一番多かったのは配偶者／パー
トナー約 70％であった。そこで保護者の「親育ち」に
配偶者／パートナーの貢献度を分析するために，育児関
与尺度の「育児への関心」の平均値を高群と低群に分け
て，「親育ち尺度」と分析した結果，「親育ち尺度」の４
因子において高群が低群より有意に高かったことから，

「育児への関心」の高い得点の保護者の方が，低群の保
護者より「親育ち」が高いことがわかり，配偶者 / パー
トナーの育児への関心が保護者の「親育ち」に貢献して
いると考察された。
　これらのことから，乳幼児をもつ保護者の「親育ち」
に配偶者 / パートナーの育児への関心の高さが影響して
おり，さらに保護者の養育態度の向上に貢献しているこ
とが推測されることから，配偶者 / パートナーの育児へ
の関心の高さが保護者の「困りごと」が長期の悩みとな
らず「育児不安」につながらないような効果的方策の一
つであると示唆された。

Ⅴ．今後の課題
　本研究では，子育てに困りごとを抱えながら，日常生
活を過ごしている乳幼児をもつ保護者の現状を把握する
ことができた。その中で気になることとして，子ども数
１人の保護者に「困ったことがある（あった）が，相談
はしていない」が，１割あることが分かった。まずはそ
の保護者たちの配偶者 / パートナーの育児への関心の得
点が高くなることに期待をしたいが，自助で解決につな
がらなければ，その困りごとが長期の悩みとなり「育児
不安」につながらないための対策が必要になるであろう。
今求められている保護者の養育機能の向上も視野に入れ
ながら，乳幼児をもつ保護者が，居住する地域での保育
機関の教職員と信頼関係を築きながら，困りごとを自覚
した初期段階に気軽に相談できる，仲間作りができる，
見守ってくれる人たちが集える場所が身近に早期に増設
されることを期待したい。またこども家庭庁が「保護者
との定期的な面談を通じて，育児の不安や孤立，貧困な
どを抱える家庭を把握し，その際，保育所が市町村や関
係機関と連携し，支援計画を作るなどの支援体制を提案
していく」16）として，「未就園児の預かりモデル事業」
を全国で展開するとしている。この事業の効果も期待し
たい。
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園行事「生活発表会」における子どもの学び
―保育者養成校の学生が抱くイメージに着目して―

Children's learning in the kindergarten event "Life Presentation"
―Focusing on the image held by students of childcare training schools―

西　垣　あおい
Aoi NISHIGAKI

湊川短期大学　幼児教育保育学科

要旨
　本研究は，保育者養成校で保育者を目指す学生に視点をおいて，学生は生活発表会をどのように捉えているのかに
着目し，生活発表会に向けての活動が子どもの学びとどのようなかかわりがあるのかを検討することを目的とした。
生活発表会の体験について学生への質問調査を行い分析したところ「ポジティブ要因」が 12，「中立要因」が５，「ネ
ガティブ要因」が３のカテゴリーが抽出された。生活発表会をすべての子どもが最初から楽しいと思える活動を計画
するのは難しいが，最初は否定的に捉えていても，友達と一緒に活動することで楽しい活動として肯定的に変化して
いく。これには保育者の働きかけや環境つくりが大きく影響している。生活発表会の活動は，どのような内容で行う
かも大切ではあるが，どのように取り組むかが重要であることが示唆された。さらに，生活発表会の活動と「10 の姿」
の項目すべてにおいて多様な面で子どもたちの学びや育ちと深く関連していることが明らかになった。

キーワード：園行事，生活発表会，保育環境，保育者養成校

1．研究の動機と背景
　幼稚園，保育所，認定こども園で行われている行事は，
保育の中で年間を通して計画に組み込まれ様々な内容や
形式で実施されている。1956（昭和 31）年に幼稚園教
育要領が発刊された当初より行事についての記述があ
り，第２章-8（3）に「幼稚園や家庭や近隣で行われる行
事に興味や関心を持つ。」と記されている。さらに，「遠
足・運動会・発表会・ひな祭りなど，幼稚園の行事に喜
んで参加する。近くの小学校で催される運動会などの行
事を見に行ったり参加したりする。幼稚園内外の行事に
おいて国旗に親しむ。みんなと一緒に国の祝日などを楽
しむ。」と園行事の具体的な名前も挙げ示されている。
しかし，ここでは行事について子どもに興味・関心を持
たせることは述べられているが，行事を実施するにあ
たっての具体的な方法や指導については記されていな
い。1964（昭和 39）年の改訂で初めて，幼稚園教育の
基本原則としての行事に対して指導上の留意点が「幼稚
園における行事の指導にあたっては，幼児の生活に変化
やうるおいを与え，その充実に役立たせるように指導す
ること。なお，地域的な行事や全国的な行事などについ
ては，その教育的価値を十分検討し適切なものを精選す
ること。」と示された。行事を実施するにあたり教育的
価値を十分に検討することと示されたことが特徴といえ
る。さらに，1989（平成元）年の改訂では，行事の指導
上の留意点に「適切なものを精選し幼児の負担にならな
いようにすること。」が加えられ，子ども主体で行事を
実施するのが望ましいことが強調されるようになった。
幼稚園教育要領においての行事の指導にあたっては，
1989（平成元）年の改訂から，2018（平成 30）年の改

訂に至るまで，指導上の留意点の記載は同じ表記がされ
ている。しかし，幼児が主体的に活動できるようにする
ことが記載されているに止まり，行事の回数や種類に定
めはなく，多くの園で園行事が行われているものの，そ
の行事の意義，方法，種類，時期は各園の方針のもとで
構成されていることが予想される。
　では，行事はどのようなねらいで行われているのであ
ろうか。高橋（2003）は行事の意義と役割について「子
どもの生活を豊かにする，環境とのふれあいを広げる，
機会教育になる，集団の形成に意義がある」と述べてい
る。つまり，行事は子どもの生活の中に彩りを与え，様々
な環境に触れながら子どもの成長に影響を及ぼすもので
あると考えられる。また，青戸ら（2019）は，保育者を
対象に行事活動の意義について調査し，行事活動に対し
て求めている意義について，「達成感」と答えた保育者
は７割を超え，「協調性」「人間関係力」が半数を超えて
いた。この結果から，保育者は行事活動では子どもの個
人の能力の向上よりも，誰かと何かをする経験から得る
ものが大きいと捉えていることが分かる。
　行事は年間計画，指導計画や保育計画に基づいて行わ
れている。足立（2014）の調査によると，保育者を志す
学生が子どもの成長に大切だと感じている行事は「運動
会」「生活発表会」であった。保育のまとめとしての「運
動会」や「生活発表会」は，子どもの成長に欠かせない
ものとして位置づけられるであろう。また，生活発表会
について相浦ら（1989）の調査によると，「９割以上の
園で生活発表会が行われており，６割以上の園において
生活発表会が最も重要な行事である。」と保育者が捉え
ていることを示している。一方で，若尾（2017）は，「生



12

湊川短期大学紀要　第61集

活発表会は幼稚園，保育所，認定こども園において，１
年間の集大成として年度末に実施されることが多く，生
活発表会のような保護者に見せる行事は，保育者中心に
なりがちである。」と指摘し生活発表会を形成するうえ
での課題をあげている。さらに，角尾（1964）は，1960
年代に行われていた「お遊戯会」に対して「親たちに見
せるためということから，表面的なキレイゴトを追いす
ぎて，時に，子どもをギセイにしていたことはないだろ
うか。」と疑問を投げかけている。角尾（1964）と若尾

（2017）が述べたことを比較してみても，1964 年から
2017 年の約 50 年が経過しても，様々な背景があること
が予想されるが同じ内容の問題をあげている。このこと
からも，園行事の中でも保護者に見てもらう生活発表会
などの行事は，当日までの子どもたちの様々な取り組み
の過程が重要となるが，出来栄えを重視しがちで保育者
主導となっていることが伺える。以上のことから，子ど
もが生き生きとした表情で楽しんで参加できる「生活発
表会」とはどのような活動なのか，また，「生活発表会」
が子どもの学びとどのようなかかわりがあるのかの検討
を行いたい。

2．研究の目的と意義
　本研究の目的は，保育者養成校で保育者を目指す学生
に視点をおいて，学生は生活発表会をどのように捉えて
いるのかに着目し，生活発表会に向けての活動が子ども
の学びとどのようなかかわりがあるのかを検討すること
である。生活発表会についての研究は，当日までの形成
プロセスや指導の実践方法の検討，また，生活発表会の
劇遊びを保育内容の５領域の視点から研究されているも
のが多くみられる。それらの研究の多くは，保育者の意
識に着目されており保育者を目指す学生に視点をおいて
の研究は数少ない。そこで，本研究は保育者を目指す学
生の体験から，園行事「生活発表会」に対してどのよう
なイメージを持っているのかの調査を分析する。その結
果から，子どもが主体的に楽しく活動できる生活発表会
とはどのような行事なのかを省察する。さらに，保育者
養成においての授業構成のきっかけとなり，さらに，学
生の園行事「生活発表会」に対する知識獲得につながる
ことが期待できる。

3．生活発表会の位置づけ
　生活発表会の成り立ちについて，高橋ら（2003）によ
ると，「1962（大正 15）年「幼稚園令」に示された，遊戯，
唱歌，観察，談話，手技等の「保育５項目」のなごりか
ら「お遊戯会」と呼ばれるようになった。」とまとめて
いる。さらに高橋ら（2003）は，「今では子ども主体に
置いた日常生活の発表の場として「生活発表会」と名称
が与えられるようになった。」と述べ，「お遊戯会」から

「生活発表会」に変化していったことがわかる。田中ら
（2004）は，雑誌『幼児の教育』から，「お遊戯会」を当
時の保育者たちはどのように考え，どのように変化して
現在の生活発表会に形成されたのかを探っている。その
中で，雑誌『幼児の教育』は明治 42 年より発行されて
いるが「お遊戯会」についての記載は少なく，多くの記
載があったのは大正 10 年以降から昭和５年までである
ことを示し，この間に「お遊戯会」という名称が確立さ
れたとしている。また，柴田（2018）は，「生活発表会」
を「幼児教育の現場では「生活発表会」，または，それ
に準じた発表会が年間行事に組み込まれており，日常生

活での「あそび」の成果や子ども達の成長した姿を保護
者に発表する場」と位置付けている。
　では，「生活発表会」はどのような形式で行われてい
るのだろうか。高橋ら（2003）によると「生活発表会」は，

「劇遊び，リズム表現，合奏，合唱，踊り，運動あそび
などを通し，発想力，表現力や協調性，創造性を豊かに
していくことが考えられる。」と示している。「生活発表
会」は様々な方法があり，各園の教育方針によって方法
も異なることが予想される。また，「生活発表会」のね
らいについて，兵頭（2019）によると「友達と一緒に歌っ
たり，演じたり，イメージを豊かに表現することを楽し
む。家族や友達にみてもらうことを喜ぶ。」と示している。
このように「生活発表会」は，様々なねらいや方法で行
われていることが予想されるが，1960 年代頃から見て
も「お遊戯会」「生活発表会」については劇あそびに関
する著書や雑誌の掲載を多く目にする。「生活発表会」
において，劇あそびを取り入れて実施している園が多い
と捉えても良いだろう。
　昭和 30 年代より幼稚園教諭であった樋口（1961）は，
当時の「お遊戯会」について保育記録として『幼児教育』
という雑誌に記事を掲載しており，内容をまとめると次
のとおりである。当時の「お遊戯会」は，園内ではなく
市の中心部にある公会堂を借りて盛大に開催され，発表
内容もきれいな衣装を着て日本舞踊を披露していた。ま
た，本番までの保育においては，個人での指導が必要な
ため，日常の保育をしながら個人指導を行い，日常の園
生活とかけ離れているものとなっていた。樋口（1961）は，
当時の「お遊戯会」について，保育者にとっても子ども
にとっても非常に負担が大きかったと私見を述べてい
る。さらに，望ましいお遊戯会のあり方や重要性につい
て，子ども本位に計画し内容が能力にあっていること，
子ども達が園でどのような生活をしているのかありのま
まを保護者に見ていただく機会だと示している。また，
生越（1983）は，劇あそびの考え方や指導法があるがと
前置きしたうえで，「劇あそびについて論じているほと
んどの人が否定していることがある。それは，保育者が
子どもたちに無理やり演技を教え込んで劇をやらせるこ
とだ。しかし，年に１度の発表会で父母に見せるために
上演されることが多いので，できるだけ見栄えをよくし
ようと舞台装置や衣装に力を入れ，子どもたちに演技を
整然とやらせるために先生方は苦労する。」と劇遊びの
指導に対しての課題とともに保育者の葛藤をあげてい
る。さらに，大豆生田（2021）は，生活発表会の見直し
を行った園ついて「どの学年も大道具は保育者の手が入
り，大人の作った衣裳を全員に着せていました。例えば
３歳児は，保育者の誘導でステージ中央に出てきて，ポー
ズを決めて拍手をもらうという，保護者の目を意識した
大人受けする演出を考えがちだった。」と見直しに至る
までの事例を紹介している。このように，生活発表会で
の劇遊びをどのように展開し指導するのかの保育者の苦
悩が読みとれる。園行事の「生活発表会」をどのように
捉え，子どもが主体的に活動できるような指導や環境構
成が必要なのかを検討する必要があると考える。

4．研究方法
調査対象：M 短期大学幼児教育保育学科
２年生「幼児教育・保育課程論」の受講者 48 名
１年生「保育内容総論」の受講者 50 名
　以上の 98 名を対象とし欠席者９名を含み有効回答数
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は 86 件を得た。なお，調査実施日までに「生活発表会」
を学習するような内容の授業は行っていないが，子ども
の育ちに関する「幼児期の終わりまでに育ってほしい
10 の姿」の内容については学習している。
調査期間：2024 年 11 月
調 査内容：「幼児教育・保育課程論」「保育内容総論」の

授業内で質問調査を行った。調査は以下の７項目とす
る。
①皆さんが幼稚園・保育所に通っていた頃，生活発表

会を経験しましたか。
②生活発表会はどのような形式で行われていました

か。
③②の質問に対してその他の回答は，どのような内容

だったのか教えてください。
④生活発表会に対してどのような印象を持っています

か。（自由記述）
⑤生活発表会の印象の理由を教えてください。（自由

記述）
⑥生活発表会の活動はどの「幼児期の終わりまでに

育ってほしい 10 の姿」（以下「10 の姿」と記載する）
と関連があると思いますか。（複数回答）

⑦生活発表会のどのような活動が「10 の姿」と関連
があると思いますか。（自由記述）

項目①②⑥は項目を選ぶ，項目③④⑤⑦は自由記述で
の回答とした。

倫理的配慮：質問調査に関して，個人の不利益にならな
いこと，授業評価の対象にならないこと，質問調査の
回答は本研究のみで使用することを説明し了承を得
た。本調査への回答は自由意志とし回答をもって同意
が得られたものとする。

分析方法：項目①②③は単純集計し，項目④⑤⑥⑦は，
足立（2014）による自由記述の分類方法，データから
類似していると思われる概念を抜き出し，同じコード
に集約しカテゴリーを抽出して名付けることとした。
さらに，設問④⑤においては，カテゴリーを抽出した
ものを，足立（2014）による，「ポジティブ要因，中
立的要因，ネガティブ要因」の３つに大別して分析を
行う。

5．調査の結果と考察
5-1．生活発表会の経験について
　項目①「学生が幼稚園や保育所等に通っていた頃，生
活発表会を経験したか」は，表１のとおり 82 名（95.3％）
の学生が経験していると回答し，経験していないのは１
名（1.2％）のみだった。覚えていないが３名（3.5％）
いたものの，多数の保育施設で生活発表会が行われてお
り，子どもの成長を発表する機会の重要な行事として実
施されていることが考えられる。

　項目②「生活発表会はどのような内容で行われていた
か」は，表２のとおり劇あそびが 47 名（54.6％）と約
半数を占め，楽器あそびが 11 名（12.8％），歌が４名

（4.7％），次いでダンスが２名（2.3％），得意なことにつ
いての回答者はいないという結果となった。22 名

（25.6％）がその他と回答しており，その他がどのよう
な内容なのか項目③で回答を求めた。
　項目③「項目②でその他との回答はどのような内容
だったのか」は，表２で示すその他にもあるように楽器
あそび，歌，ダンスと劇あそびを組み合わせて経験した
との回答が多くみられた。その組み合わせには，劇あそ
びを中心とした組み合わせになっていることがわかる。
中には，劇あそび，歌，楽器，ダンスの他に作品を展示
するといった回答もあり，多くの内容を組み合わせて生
活発表の場として行事を行っている園もあることが予想
できる。その他の回答の劇あそびも含めると，学生の７
割が生活発表会で劇あそびを経験していることが確認で
き，生活発表会において，多くの園が保護者に劇あそび
という形で子どもの成長を披露していることが伺える。

5-2．生活発表会の印象について
　項目④「生活発表会に対してどのような印象を持って
いるか」と項目⑤「生活発表会に対して印象の理由」に
ついて，回答をカテゴリーに分類し表３と表４にまとめ
た。分析は，足立（2014）による研究においての方法で，

「肯定的に捉えているものを「ポジティブ要因」，否定的
に捉えているものを「ネガティブ要因」，否定的であっ
たがその後肯定的に変化しているものを「中立要因」の
３つに大別する」こととし，回答をカテゴリーに分類し
たところ，自由記述されているものから「ポジティブ要
因」が 12，「中立的要因」が５，「ネガティブ要因」が
３のカテゴリーを抽出した。抽出された印象要因につい
て，「ポジティブ要因」「中立的要因」「ネガティブ要因」
の順に結果と考察を述べていく。（以下，抽出されたカ
テゴリーを【　】で示す。）
　まずは，「ポジティブ要因」について述べる。生活発
表会は，70 の回答 64.8％の学生が良い印象だったこと
が確認できた。生活発表会の印象について，家族が観に
来てくれる，頑張る姿を見てもらえるなどの【家族が観
てくれる】嬉しさの回答が最も多かった。次いで，劇あ
そびの道具や衣装を作ったり表現したりして遊ぶ，楽器
の練習をするなど，当日までの活動の【楽しさ】との回
答が多かった。また，友達と一緒に一つの事をやり遂げ
ることの【達成感】や，自分たちで話し合って決めたり，
何度も練習したりすることのへ【充実感】も感じている

表１　生活発表会を経験したか
n＝86（％）

経験した 82（95.3）
経験していない 1（1.2）
覚えていない 3（3.5）

表２　生活発表会はどのような内容で行われていたか
n ＝ 86（％）

劇あそび 47（54.6）
楽器遊び（合奏） 11（12.8）
歌 4　（4.7）
ダンス・踊り（リズム表現） 2　（2.3）
得意なこと 0　　（0）
その他 22（25.6）
　劇・楽器 4
　劇・歌 3
　劇・歌・楽器 3
　劇・歌・ダンス 2
　劇・歌・ダンス・楽器 2
　劇・楽器・ダンス 1
　劇・歌・ダンス・展示 1
　歌・合奏 1
　複数 3
　覚えていない 2
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ことが分かる。生活発表会は，１年の保育の集大成とし
て【自分が輝ける場】で，自分の成長を家族に見てもら
える最も印象に残っている行事として捉え，友達と協力
して道具を作ったり，セリフを練習したり，友達と一緒
だからこそ乗り越えられたと感じていることが伺える。
本番を迎えるまでに【友達と協力】したり，異年齢や同
じ学年のクラスで見せ合ったりすることで，【友達との
気持ち】と共有し友達の良いところを発見することがで
きたことが予想される。また，生活発表会を【非日常】
の行事や特別な日として捉え，家族を招待するためにプ
ログラムなどを作成し【期待】に胸を膨らませながら本
番を楽しみにしている気持ちもあったのであろう。また，
生活発表会までの過程において，保育者の励ましの言葉
や子どもを認める言葉が嬉しかったとの回答もあり，【保
育者との関係】において，人的環境としての保育者の働

きかけが欠かせないのではないだろうか。
　次に，「中立的要因」について述べる。23 の回答
21.3％の学生が友達とのケンカや葛藤を乗り越えて活動
した印象だったことが確認できる。この回答から，苦手
なことを家族が観てくれる期待から頑張る気持ちに変え
たことや，人前での発表の不安にも立ち向かう【葛藤】
が伺える。また，友達との意見の違いからのケンカや，
やりたい役ができなかったことへの悔しさなど，【友達
との関係】が印象にあるとの回答もあった。年齢が上が
るにつれて経験を重ね友達との励まし合いから【緊張】
の緩和ができたことや，感情のコントロールをして取り
組んでいることが読み取れる。さらに，少数の回答では
あるが，保護者が知らない自分を見てもらう，できない
ことができるようになるなどの回答もあり，【自立心】
も中立要因として捉えられる。生活発表会での経験を他

表３　生活発表会への印象の分類
要因 カテゴリー 印象 印象の理由

ポジティブ
要因

家族との関係
家族が見てくれる，家族との
かかわり，父母，祖父母，兄
弟の参観

見に来ることの嬉しさ，当日保護者を見つける，頑張る姿
を見てもえる，祖父母が来てくれる，練習の成果をみても
らう気持ち，成長した姿をを観てもらう，頑張りを褒めて
もらう，親子で参加できる行事が嬉しかった

喜び 楽しかった，友達と一緒，当
日までの過程

道具つくりが楽しい，衣裳がきれて嬉しい，歌や楽器あそ
びが好き，保護者に見てもらう期待，毎日の練習

達成感 役になるのが楽しかった，や
り遂げた嬉しさ

一つの事をやり遂げる，成功した時の嬉しさ，当日までの
友達と完成させる過程，当日の頑張り

充実感 自分たちのやりたいこと，話
し合い，練習

毎日たくさん練習した，小道具・大道具を自分たちで作っ
た，みんなと一緒，自分のやりたいことを話し合う

友達との協力
クラスで一つになれる喜び，
友達との気持ちの共有，目標
に向かう姿，クラスの団結

友達との話し合い，先生や保護者への秘密の共有，友達に
助けてもらったこと，友達と一緒だから乗り越えられた，
子どもだけの練習，友達と一緒の楽しさ

輝ける場 1 番楽しい行事，主役になれ
る，真剣に取り組む姿

目立ちたい気持ち，最も大きな思い出，得意なことを披露
できる，クラスの友達と一つになれる

成長 1 年の集大成，今の自分，自
信がつく

年少組の頃の自分と年長の自分，友達と一緒にやり遂げる，
できるようになった自分

気持ちの共有 友達を認める，異年齢とのか
かわり

学年ごとに見せ合う楽しさ，年長への憧れ，友達同士教え
合う，友達の良い点を発見する

表現の楽しさ 身体表現への芽生え，劇あそ
び・楽器あそびの楽しさ

みんなで合奏した時の感動，役になりきる，好きなように
身体表現する，自分たちで動きを考える

保育者との関係 保育者の環境つくり，子ども
への働きかけ

先生に頑張っていることを褒めらる，先生と一緒に歌うの
が楽しい，先生の励まし

期待 保護者が来てくれる，プログ
ラム作り 保護者への当日の招待状つくり，内容を秘密にする

非日常 特別な日 普段の生活の中ではしないこと，たくさんの客の前で劇を
した，祖父母が初めて園に来てくれた

中立要因

葛藤
楽しさと恥ずかしさ，人前で
の発表に対する緊張，友達と
の関係，悔しさ

年中の時の嫌な思い出，やりたい役ができなかった，苦手
なことを大好きな家族のために頑張る，先生の励まし，好
きな衣裳がきれなかった，当日欠席の友達の代役への不安

保育の成果 子どもの成長，劇・合奏・歌
での発表，成長を見る機会

子どもと保育者の一体感，笑顔の雰囲気，園での経験，園
生活での子どもの姿，練習風景の参観

友達との関係 友達とのケンカ 意見の食い違いでのケンカ，役決めの話し合い，友達との
気持ちの折り合い

緊張 感情のコントロール，緊張の
緩和

年齢が上がるにつれての自信，友達同士で励ます，恥ずか
しかった経験からの自信

自立心 自分を表現，交流を広げる 保護者の知らない自分，苦手なことに挑戦してできるよう
になる経験

ネガティブ
要因

負担 自由遊びの時間減少，練習の
大変さ

練習時間が長い，セリフが長かった，先生の言っているこ
とが難しい，鍵盤ハーモニカや劇のセリフの家での練習

苦手 人前での発表 人前に出るのが恥ずかしい，セリフを覚えられない，楽器
の演奏がよくわからない

不安 怖い，怒られる，できない 欠席が多く練習できなかった，うまくできなかったことを
想像する，大勢のお客
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者からの視点で捉え，子どもと保育者の一体感や園での
子どもの様子，練習風景の参観など，【保育の成果】と
しての印象があることもみてとれた。
　次に，「ネガティブ要因」について述べる。15 の回答
13.9％の学生が，「ネガティブ要因」に該当する回答を
した。印象の理由としては，練習時間が長いため自由遊
びの時間が減少したり，保育者が子どもに高度なことを
望んだり，中には家庭でも練習していたとの回答もあっ
た。このことから，生活発表会の活動が【負担】に感じ
た学生もいたことが分かる。また，劇あそびのセリフが
覚えられなかった苦労や楽器の演奏の取り組みが【苦手】
なこととしての印象もあった。さらに，うまくできなかっ
たら怒られるのではないか，大勢の観客の前に出ること
を【恐怖】と感じた学生もいた。「ネガティブ要因」「中
立要因」と比べると「ネガティブ要因」は少数ではある
が，【負担】【苦手】【不安】といったネガティブな印象
がある学生がいることも確認できる。生活発表会は，楽
しい思い出としてだけではなく，ネガティブな思い出と
して捉えている学生もいる。
　子どもたちは，生活発表会の活動を【非日常】として
捉え，【家族がみてくれること】を期待しながら，【友達
と協力】することで【友達の気持ち】を知り，【達成感】
や【充実感】を味わう。また，活動をとおして【友達と
の関係】の難しさや【緊張】などの【葛藤】する気持ち
がありながらも，自分で乗り越える【自立心】が育って
いく。一方で，生活発表会の活動を【苦手】なこととし
て捉え，練習するがうまくできなかったらどうしようと

【恐怖】に感じる場合もあり，子どもの【負担】となっ
ていることもあるだろう。つまり，生活発表会の活動が
ポジティブ要因になるのか，ネガティブ要因になるのか
は，どのような内容で行うかではなくどのように取り組
むかが重要で，それには保育者の環境づくりが大きく影
響してくるといえるだろう。

5-3．生活発表会の活動と「10 の姿」の関連について
　項目⑥「生活発表会の活動はどの「10 の姿」と関連
があると思いますか」（複数回答）について 345 の回答
があった。回答の内訳を表５にまとめた。表５でも示し
たとおり，協同性が 73（21.1％）と最も多く , 次いで言
葉での伝え合いが 61（17.9％）と多かった。学生は自分
の経験から友達と一緒に活動する楽しさや友達が力を発
揮することを感じている。次いで，豊かな感性と表現が
42（12.2％）だった。生活発表会の活動は，表現活動と
して捉え最も多くの回答があると予想していたが，それ
以上に，子どもたちは生活発表会の活動から，友達との
かかわりを学んでいると認識していることが分かる。思
考力の芽生えは 38（11.0％），自立心は 34（9.8％），社
会生活との関わり 32（9.3％），道徳性・規範意識の芽生
えは 30（8.7％）だった。新しいことを発見し，やり遂
げたことで達成感や充実感を得ることや，必要な情報を
取り入れ家族との関わりを大切にする，また，自分の気
持ちをコントロールして自分の行動を振り返ることも経
験しているとの見方もできるのではないだろうか。さら
に，健康な心と体は 22（6.3％），数量や図形，標識や文
字などへの関心・感覚が８（2.3％），自然との関わり・
生命尊重が５（1.4％）と少数ではあるものの生活発表
会の活動と関連があると回答している。学生の 10 の姿
の捉え方にはばらつきがあるが , 多様な面で子どもたち
の育ちと深くかかわっていると感じていると捉えている
ことが確認できた。

表５　生活発表会と「10 の姿」との関連
10 の姿 n＝345（％）

健康な心と体 22　（6.3）
自立心 34　（9.8）
協同性 73（21.1）
道徳性・規範意識の芽生え 30　（8.7）
社会生活との関わり 32　（9.3）
思考力の芽生え 38（11.0）
自然との関わり・生命尊重 5　（1.4）
数量や図形，標識や文字などへの
関心・感覚 8　（2.3）

言葉での伝え合い 61（17.9）
豊かな感性と表現 42（12.2）

　項目⑦「生活発表会のどのような活動が「10 の姿」
と関連があると思いますか。」（自由記述）に対して様々
な回答を「10 の姿」に分類して表６に項目別に示した。

「10 の姿」との関連について，協同性は，友達と一緒に
一つの劇を作り上げるために，協力して道具や衣装を作
り，劇の役を友達の気持ちも考えながら決めるなど，生
活発表会に向けて友達と一緒に活動した経験が子どもの
学びにつながり，そのためには言葉での伝え合いが欠か
せないとの見方ができる。豊かな感性と表現は，本番ま
での全身での表現あそびや，看板作りなどの活動があげ
られた。また，思考力の芽生えは，振り付けを考えたり，
友達の良さを発見したりすることがあげられ，自立心で
は，やり遂げる，何度も練習して自信をつける，自分の
良いところを見つけることが学びにつながると感じてい
ることがわかった。社会生活との関わり，道徳性・規範
意識の芽生えについては，相手の気持ちを考えたうえで
の自分の行動がキーワードとなっている。健康な心と体
は，本番までの気持ちや見通し，数量や図形，標識や文
字などへの関心・感覚は，本番までの日数を数えるなど

表４　生活発表会の印象数と要因数

要因 カテゴリー
回答数
（％）
n＝108

要因数（％）

ポジティブ
要因

家族との関係 13（12.0）

70（64.8）

喜び 10（9.4）
達成感 8（7.4）
充実感 6（5.5）
友達との協力 6（5.5）
輝ける場 5（4.6）
成長 5（4.6）
気持ちの共有 4（3.7）
表現の楽しさ 4（3.7）
保育者との関係 3（2.8）
期待 3（2.8）
非日常 3（2.8）

中立要因

葛藤 8（7.4）

23（21.3）
保育の成果 5（4.6）
友達との関係 4（3.7）
緊張 3（2.8）
自立心 3（2.8）

ネガティブ
要因

負担 8（7.4）
15（13.9）苦手 4（3.7）

不安 3（2.8）
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の回答があった。さらに，自然との関わり・生命尊重に
おいては，劇あそびに登場してくる動物の気持ちを考え
ることが関連していると回答している。学生は，生活発
表会の活動は「10 の姿」の項目すべてにおいて関連し
ていると捉えていることが確認できた。

6．まとめと課題
　生活発表会に関する設問に対し，学生の回答には経験
からの様々な思いが回答として現れている。生活発表会
は園行事の中でも１年の集大成として位置づけられ，そ
の内容としては「劇あそび」を行っている園が最も多い
ことが学生の回答から確認できた。生活発表会は楽しい
思い出として肯定的に捉えている学生が多かった。肯定
的に捉えている理由として，家族が来てくれる嬉しさ，
頑張った達成感，友達と一緒に活動する楽しさが上位を
占めていた。一方で，ネガティブな思い出として否定的
に捉えている学生がいたもの事実である。否定的に捉え
ている理由として，練習時間が長く自由な時間が減少し
たり，長いセリフを覚えたりすることが負担になってい
たことである。つまり，すべての子どもが最初から楽し
いと思える活動を計画するのは難しいが，最初は否定的
に捉えていても，保育者の働きかけや環境つくりが重要
で，友達と一緒に活動することで楽しい活動として肯定
的に変化することが示唆された。生活発表会の活動は，
どのような内容で行うかも大切ではあるが，どのように
取り組むかが重要であるといえる。
　学生の「10 の姿」についての捉え方にはばらつきが
あるが , 生活発表会の活動と「10 の姿」との関連につい
て多様な面で子どもたちの学びや育ちと深く関連してお
り，「10 の姿」の項目すべてにおいて関連していること
が明らかになった。
　本研究は，生活発表会について学生の子どもの頃の体
験を基にして調査を行い考察した。生活発表会には様々
な内容があり，その内容を他の視点から考察する必要が
ある。今後は，保育の現場での実践的な活動から，生活
発表会の活動と子どもの学びについての検討をしていき
たい。
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表 ６　「10 の姿」と生活発表会の具体的な活動の関連
10 の姿 生活発表会の具体的な活動

健康な心と体 本番に向けての練習，劇に向けて頑張る，本番までにやることに見通しを持つ，劇遊びを楽
しみに練習する

自立心 考えて判断する，協力してやり遂げる，友達同士で発表し合う，何回も練習して自信をつけ
る，自分の良いところを見つける，緊張しながらもセリフを言う

協同性 友達と一緒に役になりきることを楽しむ，子ども同士の話し合い，友達と協力して道具や衣
装を作る，役決めで友だちの気持ちを知る，得意な子が苦手な子に教える

道徳性・規範意識の芽生え 意見を言い合って相手を尊重する，友達と順番に楽器を使う，役を友達をと話し合って決め
る，自分の役割を自覚する，クラスで決めたことを守る

社会生活との関わり 保護者や友達の家族の前で表現し関わる，来てくれた人にお礼を言う

思考力の芽生え 自分で考える力，自分たちで振り付けを考える，友達の表現の良さを発見する，友達に伝え
る方法を考える

自然との関わり・生命尊重 劇あそびに登場してくる動物の気持ちを考える
数量や図形，標識や文字な
どへの関心・感覚

道具の大きさや数を数える，楽器の配置や順番を覚える
発表会までの日数を数える

言葉での伝え合い 言葉あそび，セリフの言い合い，自分のやりたい役を言葉で覚える，劇あそびの絵本を読む，
自分の意見を伝える

豊かな感性と表現 全身で表現する，楽器・身振り・歌・製作などの表現あそび，登場人物の役になりきる，友
達の表現や演奏・歌を聞く，生活発表会の看板を作る
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幼児の睡眠習慣が交感神経活動に与える影響

Effects of sleep habits on sympathetic nervous activity in pre-school age children

松　尾　貴　司
Takashi MATSUO

湊川短期大学　幼児教育保育学科

・
・
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・
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要旨
　近年，社会環境の変化などから幼児の生活習慣が乱れ，身体的および精神的健康に悪影響を及している。この生活
習慣の乱れは自律神経活動にも影響を及ぼしており，自律神経の乱れが小児肥満や心血管系疾患の増加に関与してい
ることが報告されている。自律神経活動の乱れに関係している生活習慣は様々あるが，睡眠習慣も大きな要因の一つ
であると考えられる。しかしながら，幼児を対象に，睡眠習慣が自律神経系に与える影響についてはほとんど明らか
にされていない。そこで本研究では，幼児を対象に，睡眠習慣が自律神経活動に与える影響について明らかにするこ
とを目的とした。その結果，就寝時間が遅く，睡眠時間が短い幼児は，日中の交感神経活動の増加が抑制される可能
性が示されたことから，幼児期の良い睡眠習慣は適切な自律神経活動につながり，健全な発育発達を促すことに貢献
すると考えられる。

Abstract
　In recent years, the prevalence of lifestyle-related diseases in children has been increasing as a result of irregular 
lifestyles. Disruptions in lifestyle can also affect the autonomic nervous system, which in turn, can negatively affect 
the physical and/or mental health of children. Among lifestyle habits, sleep habits in particular are thought to affect 
autonomic nervous activity. However,  it  is unknown whether sleep deprivation  in children affects the autonomic 
nervous system.  In  the present study,  the aim was  to clarify  the effects of sleep habits on autonomic nervous 
activity  in pre-school children,  focusing on bedtime among sleep habits and examined  the effects of children's 
bedtime on their autonomic nervous activity during the day. Thirty healthy children enrolled in preschool in Osaka 
participated in this study. To assess sympathetic nervous activity, salivary amylase activity was measured using a 
handheld salivary amylase monitor. A self-reported questionnaire was used to collect data on children’s bedtime 
last week.  It was found that late bedtimes and short sleep durations in pre-school children may inhibit the increase 
in sympathetic nerve activity during the day, suggesting that good sleep habits in early childhood are thought to 
lead to appropriate autonomic nervous system activity and contribute to healthy growth and development.

Key words：幼児， 睡眠習慣，自律神経活動，交感神経活動

1．緒言
　近年，社会環境の変化などから幼児の生活習慣が乱れ，
身体的および精神的健康に悪影響を及している。先行研
究では，朝食の欠食や睡眠不足，TV や動画視聴時間の
増加などの生活習慣の乱れから小児肥満が増加している
ことや 1，10，21），身体活動レベルが低い幼児ほど，体脂肪
が増加しやすいことなどが報告されている７）。
　生活習慣の乱れは自律神経活動にも悪影響を及ぼす。
自律神経系は交感神経系と副交感神経系の二つに大別さ
れ，恒常性の維持に重要な役割を担っている 5，8）。自律
神経活動の混乱は，身体機能にも影響を及ぼす。例えば，
生活習慣の乱れによる自律神経活動の混乱は心血管系疾
患の増加を引き起こす 18）。また，異常な交感神経活動

が小児肥満の促進に関与していることが報告されてい
る 11）。つまり，幼児の適切な発育発達を促すためには，
生活習慣を改善し，自律神経活動を適切に維持すること
が重要である。
　自律神経活動の乱れに関係している生活習慣は様々あ
るが，睡眠習慣も大きな要因の一つであると考えられる。
睡眠不足はストレス応答系の過活動を引き起こし，自律
神経活動の異常を誘発してしまう 12）。また，睡眠不足
および睡眠の質の低下は，睡眠中の交感神経系の過活動
を引き起こすとされており６），これらのことから，睡眠
習慣の乱れが自律神経系に悪影響を及ぼす一要因として
考えられるが，幼児を対象に，睡眠習慣が自律神経系に
与える影響についてはほとんど明らかにされていない。
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そこで本研究では，幼児を対象に，睡眠習慣のアンケー
トを実施するとともに，午前から夕方までの交感神経活
動の変化を測定し，睡眠習慣が自律神経活動に与える影
響について明らかにすることを目的とした。上でも述べ
たように，睡眠不足は異常な交感神経活動と関連してい
ることから６），今回は自律神経活動の中でも交感神経活
動に注目した。交感神経活動の指標として，唾液アミラー
ゼ活性を評価した。唾液アミラーゼは交感神経刺激に反
応して唾液腺から分泌される 22）。唾液アミラーゼ活性
とカテコールアミンの血中濃度との関連は実証されてい
ることから２），唾液アミラーゼ活性は交感神経系の活動
を評価する有用なツールである。本研究では，唾液アミ
ラーゼと睡眠習慣に関するアンケートから，幼児の睡眠
習慣が交感神経活動に与える影響について検討した。

2．方法
2.1 対象
　大阪府内のこども園に在園する年長児 30 名（5.1 ± 0.3
歳）を対象とした。対象者には事前に研究の趣旨を書面
にて十分に説明し，研究参加の同意を得た。また，本研
究は湊川短期大学倫理委員会による審査・承諾を得て実
施した。

2.2 唾液アミラーゼ活性
　幼児の交感神経活動の指標として，唾液アミラーゼ活
性レベルを測定した。唾液アミラーゼの測定には，携帯
型唾液アミラーゼモニター（NIPRO，大阪）を用いた。
このモニターは，乾式化学システムを用いて唾液アミ
ラーゼ活性を自動的に測定することが出来る 15）。また，
この携帯型唾液アミラーゼモニターは，乳児や幼児を対
象にストレスの評価として用いられている 3，20）。測定方
法として，検査ストリップの先端を舌下に 30 秒間置き，
検査ストリップを完全に覆うための十分な量の唾液を採
取し，唾液中のアミラーゼ活性レベルを測定した。唾液
アミラーゼ活性の測定は在園するこども園において，午

前９時 30 分と午後 15 時 30 分の２回行った。

2.3 睡眠習慣に関するアンケート
　睡眠習慣に関するアンケートとして，直近２週間の睡
眠時間および就寝時間に関するアンケートを実施した。
アンケートへの記入は対象児の保護者が行った。

2.4 統計処理
　対象児 30 名のうち，唾液アミラーゼ活性および睡眠
習慣に関するアンケートすべてが評価できた 13 名の
データを解析した。睡眠時間および就寝時間の中央値を
算出し，睡眠時間では，9.5 時間未満を短時間睡眠群，9.5
時間以上を標準時間睡眠群に分けた。就寝時間では，22
時未満を早寝群，22 時以上を遅寝群に分け，それぞれ
の唾液アミラーゼ活性の変化を評価するために，対応の
ない t 検定を行った。また，睡眠時間および就寝時間と
唾液アミラーゼ活性の変化量の関係を評価するために，
Pearson の相関解析を行った。検定はすべて両側検定で，
P 値 0.05 未満を統計的に有意と判定した。データは平
均±標準偏差で示した。統計解析は IBM SPSS 25.0 ソ
フトウェアパッケージを使用して行った。
　
3．結果
　睡眠時間において，標準時間睡眠群は短時間睡眠群と
比較して，唾液アミラーゼ活性レベルが増加した（P＜ 
0.05，対応のない t 検定，図１；表１）。就寝時間では，
早寝群は遅寝群と比較して唾液アミラーゼ活性レベルが
増加していた（P＜0.05，対応のない t 検定，図１；表２）。
また，睡眠時間および就寝時間と唾液アミラーゼ活性の
変化量の関係においては，睡眠時間と唾液アミラーゼ活
性の変化量との間には正の相関が認められ（r＝0.679，
P＝0.01；図２），就寝時間と唾液アミラーゼ活性の変化
量との間には，負の相関が認められた（r＝－0.591，P
＝0.03；図２）。

図１　睡眠時間および就寝時間における唾液アミラーゼ活性の変化量
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表１　 標準時間睡眠群および短時間睡眠群における唾液アミ
ラーゼ活性の変化量

標準睡眠時間群 短時間睡眠群 P
唾液アミラーゼ
活性の変化量 14.5 ± 23.1 －8 ± 9.7 ＜0.05

表 2　 早寝群および遅寝群における唾液アミラーゼ活性の変 
化量

早寝群 遅寝群 P
唾液アミラーゼ
活性の変化量 6.5 ± 19.6 －11.7±7 ＜0.05

図２　睡眠時間および就寝時間と唾液アミラーゼ活性の変化量との関係
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4．考察
　本研究は幼児の睡眠習慣が交感神経活動に与える影響
について検討した。その結果，適切な睡眠習慣を維持し
ている幼児は日中に交感神経活動が増加し，さらに，就
寝時間が早く，睡眠時間が長い幼児ほど日中の交感神経
が増加することが認められた。健常な幼児では，睡眠中
に交感神経活動の低下および副交感神経活動の増加が認
められ 4，17），起床後午後にかけて交感神経活動が亢進し
ていく 9，13，14）。しかしながら，睡眠不足は睡眠中の交感
神経活動を亢進させ，副交感神経活動を低下させてしま
うことが報告されている６）。本研究では，就寝時間が遅
く，睡眠時間が短い幼児ほど日中の交感神経活動が亢進
しなかったことから，幼児において，睡眠習慣の乱れが
自律神経活動の働きを狂わせ，日中の交感神経活動の増
加を抑制していることが示唆された。つまり，幼児期の
睡眠習慣の乱れは睡眠中の自律神経活動だけでなく，日
中の自律神経活動にも悪影響を及ぼしていることが考え
られる。日中に交感神経系が適切に働くことでエネル
ギー消費量も増加し，小児肥満の予防となることか
ら 11），適切な睡眠習慣による交感神経活動は健全な発
育発達において重要である。また，睡眠不足は交感神経
活動だけでなく，副交感神経活動も狂わせてしまう 23）。
したがって，良い睡眠習慣は適切な自律神経活動につな
がり，健康な生活を送ることに貢献すると考えられる。
　幼児の睡眠習慣の乱れには，保護者の生活習慣も関与
していることが考えられる。子どもは保護者の生活を見
本に生活習慣を形成するため，保護者の生活習慣が乱れ
ると，子どもの生活習慣も乱れてしまう。実際，保護者
の生活習慣が子どもの精神的健康に影響を与えること
や，肥満の親の子どもは脂肪分の多い食品を好む傾向が
あり，肥満になりやすいことなどが報告されてい
る 16，19）。睡眠習慣も同様に，就寝時間が遅く，睡眠時間
が短い親の子どもは睡眠習慣が乱れてしまうことが考え
られる。したがって，幼児の適切な自律神経活動の働き
を促し，健全な発育発達を促すためには，見本となる保
護者が自身の生活習慣を改善することも重要であると考
えられる。しかしながら，この点については本研究では

検討していないため，保護者と幼児の生活習慣の関係に
着目した更なる研究が必要である。
　本研究の限界点は唾液アミラーゼ活性では交感神経系
の働きしか評価できないことである。本研究では，交感
神経活動が睡眠不足によって変化することを仮説とした
ため，交感神経活動に注目して検討したが，副交感神経
活動と睡眠習慣との関係について検討することも意義が
あると考えられる。

5．結語
　就寝時間が遅く，睡眠時間が短い幼児は，日中の交感
神経活動の増加が抑制される可能性が示された。幼児期
の良い睡眠習慣は適切な自律神経活動につながり，健全
な発育発達を促すことに貢献すると考えられる。
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要旨
　本研究は，高大連携教育プログラム「保育探究類型」が，高校生の保育者への興味関心や進路選択にどのような影
響を与えているのかを明らかにすることを目的とした。アンケート調査とテキストマイニングを用いて，生徒の学習
意欲や進路選択に関するデータを分析した結果，高校生は保育実習体験を非常に有意義と感じており，進路選択に大
きな影響を与えていることが明らかになった。一方で，ピアノ授業や保育技術検定など，一部のプログラムについて
は負担感を感じている生徒もいた。本研究の結果は，高大連携教育が生徒のキャリア形成に貢献する可能性を示唆す
るものである。加えてプログラムの課題も抽出されたので今後の検討が必要となる。

キーワード：高大連携教育，保育者養成，テキストマイニング，保育者養成，質的研究

1．研究の背景
　文部科学省（2015）１）は，グローバル化の進展や人工
知能技術をはじめとする技術革新などに伴い，社会構造
も急速にかつ大きく変革しており，予見の困難な時代の
中で新たな価値を創造していく力を育てることが必要だ
としている。その力を『学力の３要素』（知識・技能，
思考力・判断力・表現力，主体性を持って多様な人々と
協働して学ぶ態度）と定め，最終的には高等学校（以下，
高校）教育・大学教育を通して育成していくことを目標
としている。目標達成に向けて『学力の３要素』を高校
教育で確実に育成した上で，大学教育で更なる伸長を図
るため，高校と大学で一体的な改革（以下，高大接続改
革）を進めていく必要性を示している。生きる力と確か
な学力の習得に向けて，ふさわしい教育内容，学習 ･ 指
導方法，評価方法，教育環境へと大きく転換させること
が求められている。
　一方で高大接続改革とは，高校教育と大学教育をより
密接に連携させることで，多様な学力や能力を評価でき
る教育制度を目指す取り組みである。（文部科学省，
2014）２）。これにより，学生が自らの能力を十分に発揮
できる環境が整えられ，大学での研究や将来のキャリア
で生きる力を伸ばす場に変えることができると考えられ

ている。高大接続とは，「高校から大学への進学を円滑
にするためのプログラムや取り組み」であり，一方で高
大連携とは，「高校と大学間におけるネットワークの構
築，教育活動」である。このように国の施策からも高大
連携の重要性が示唆される。
　筆者の所属するＭ短期大学（以下Ｍ短大）は幼児教育
保育学科を有しており，同学園に高等学校と７つのこど
も園（幼稚園，保育園含む）がある。本学園も高大接続
改革の推進を受け，学園全体で新たな時代に適応できる
有意な社会人の育成をめざし，多様な取り組みを実施し
ている。取り組みのひとつとして，保育者に興味関心を
もつ高校生がより深く学べるよう，同学園の高等学校（以
下Ｓ高校）に「保育探究類型」を開設した。このコース
を選択した高校生はＭ短大で保育に関する専門的な講義

（以下，授業）を受講することができる。高校と大学が
同敷地内にある利点を活かした高大連携により実現され
たプログラムである。大学で保育に関する授業や演習，
加えて附属の園で実習体験を繰り返しながらＭ短大への
進学，さらには附属幼稚園，保育園へのキャリア教育ま
で視野に入れた５か年プロジェクトとして一体的な教育
に取り組み始めた。
　中央教育審議会（文部科学省，答申，2021）３）は，学
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校と社会及び学校間の円滑な接続を図るため，キャリア
教育を小学校段階から発達段階に応じて実施することの
必要性を掲げている。「一人一人の社会的・職業的自立
に向け，必要な基盤となる能力や態度を育てることを通
して，キャリア発達を促す教育」と新たに定義し，キャ
リア教育の意義や必要観が高まっている。加えて「一定
または特定の職業に従事するために必要な知識，技能，
能力や態度を育てる教育」と定義し，社会での自己実現
に向けての教育についても不可欠としている。実際に
キャリア教育として，全国でも保育者養成課程を有する
大学が保育に関心をもつ高校生にむけて，出張授業や公
開講座，家庭科授業の特別講師など高大連携の取り組み
が実施されている４）。一方で，保育業界は保育士不足や
不適切保育，離職率の高さなど多様な問題を抱えて久し
い。保育者養成校における学生教育については，新たな
時代に適応する人材の育成に向けて，より専門性をもっ
た質の高い保育者を養成していくことが急務となってい
る。井上，山内（2006）５）は高校の家庭科教育の授業に
おいて，保育の授業を実践した結果，生徒の学習意欲は
大幅に高まったことを示唆している。
　そこで本研究では，高校生のキャリア教育の一環とし
て，保育者を養成する高大連携教育の可能性に着目した
い。３年間のプログラム，「保育探究類型」を修了した
生徒のアンケート調査と自由記述をもとに，テキストマ
イニングにより検討する。

2．研究の目的と意義
　本研究の目的は，短大での「保育に関する授業」にお
ける高大連携教育の在り方について「保育探究類型」を
選択した生徒への調査を通じて実態を明らかにし，検討
を加えることである。さらに，これらの調査結果から現
状のプログラムの課題を抽出する。加えて，大学で行う
授業を高等学校において実施することで，保育者をめざ
す高校生にとってどのような示唆が得られるかについて
考察する。それによって，高等学校教育，保育士養成の
短期大学教育，キャリア教育（保育者としてのキャリア）
の三者の一体的な改革を進めることが極めて重要である
とし，これらの改革に向けての本学の取り組みについて
示唆を得ることが期待される。加えて，「保育探究類型」
の現状や課題が明らかになることにより，高大連携教育
の今後のあり方を模索する。

3．研究方法
3.1　対象者と方法
　調査対象者はＡ高校の保育探究類型に所属していた生
徒 19 名である。研究方法は以下のデータを用いて分析
をすすめる。まず，①３年間のカリキュラムを４つの分
野に分類し，それぞれの分野において授業内容と学習成
果について検討する。続いて，②プログラムを修了した
19 名にアンケート調査を授業最終日に実施した。倫理
的配慮は生徒に対して本研究の目的と内容，個人情報の
保護と管理，研究の協力については任意であることを口
頭による説明をした。加えてアンケート調査にも直接書
面で説明しており，提出することで承諾を得た。

3.2　分析方法
　質的研究では個々を詳細に把握することができるが得
られた結果の客観性や実用性は高くない。そこで本研究
では両方の研究手法を併用した混合研究のひとつである

テキストマイニングの手法を採用した。テキストマイニ
ングはテキストデータを様々な計測的方法で分析し言葉
同士にみられるパターンや規則性を見つけ情報を取り出
す技術である（樋口，2014）６）。分析処理により少数の
重要な意見を見落としたり，文脈が消失したりすること
で誤った解釈をする可能性があるため，繰り返し確認し
ながら分析を進めた。さらに全ての記述を統合して生徒
の感じた生の意見を検討できるよう，共起ネットワーク
分析を行った。

3.3　プログラム内容
　３年間の高大連携教育プログラム内容（表１参照）に
ついては，保育者を目指す高校生が最も心配していると
いわれている「ピアノ」を中心に本学独自の内容を設定
した。１年生の「保育入門」２年生の「音楽基礎」３年
生の「ピアノ入門」は大学の卒業単位として認定してい
る。それ以外に保育検定対策や，実習体験，大学生との
交流体験など多彩なプログラムを実施している。一方で，
生徒に負担のないように短期大学での授業の時間は，高
等学校で取り組んでいる「自己発見プログラム（総合的
な探究の時間）」や「クエストエデュケーション」といっ
た３年間を通してキャリア形成をサポートするための時
間を「保育探究類型」の時間に当てている。加えて年２
回地域連携会議でプログラム等についても客観的な視点
から課題を指摘してもらい，５年間の学びを充実させる
ようにしている。また，保育探究については，短大入学
前に附属園への体験実習を行うことで，短大進学後の意
識向上に加えて，入学後も附属園での実習があるため，
継続して地域の中での保育について学ぶ機会を設けてい
る。

4．結果及び考察
4.1　アンケート調査の結果と考察
　表１の授業を４つの分野に分けてアンケート調査を
行った。結果をふまえて学習成果を実践力，加えて進路
意識に沿って検討していく。授業は３年間で検定技術対
策や実習も含めると 100 回程度実施されている。１番回
数が多いのはピアノの授業になる。継続力が学習成果と
してつながりやすいので，数を多くとった。次に，保育
技術検定対策講座になる。それぞれが４つの分野で技術
を身につけなければならないので，授業数も増えること
になる。続いて，上記２つ以外の授業を保育に関する授
業とした。担当の講師も一人ではなく，短期大学により
親しみをもてるように，数人の講師にお願いをした。最
後実習体験で，園までの距離や授業内で実施したいなど
の物理的な問題もあり３年間で最も少ない回数となる。
以上の状況から，「保育に関する授業」「保育実習体験」「ピ
アノの授業」「保育技術検定」の４つの分野に分けた。
設問は各分野においてそれぞれ評価してもらう。評価は
５件法「あてはまる，だいぶ当てはまる，どちらともい
えない，あまりあてはまらない，あてはまらない」とし
た。設問内容は以下の６つとした。「その通り」と思う
方が右（あてはまる）になるという説明を加えて，より
応えやすいようにした（図１）。

4.2　ピアノの授業について
　ピアノの授業は保育探究類型の大きな特色のひとつで
ある。２年生で「音楽基礎」３年生で「ピアノ入門」と
うＭ短大の単位認定科目を科目等履修生として受講で
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き，認定されるとそのままＭ短大に持ち越すことが可能
となる。Ｍ短大と同様，数人の専門講師による個別のレ
ベルに合わせた丁寧な指導が実施された。保育者の専門
性技術のひとつとして「音楽」は切り離せないものであ
り，減少してきたとはいえ，ピアノを必要とする現場の
声は多い。そのため保育探究類型を選択した理由に「ピ
アノを習うことができるから」と答える生徒も多い。保
育者養成校の学生は，ピアノを弾く，楽譜を読む，など
の技術面よりも，緊張や自信がないといった精神面を悩
みとして挙げており，多くの学生がピアノに対して不安
を感じている（小林，2020）７）。高校生の間に発表の場
や個人レッスンの機会を多く取り入れることでそういっ

表１　カリキュラム内容

学年
高校
名称

短大科目
名

所場容内数回

短大教室

①②③ 保育者としての心構えと職務、保育の実際、総合的な基
礎知識

短大教室 9:05～
10:35

10:45～
12:15

13:00～
14:30

④⑤ 実習体験 幼稚園

⑥⑦ 実習体験 幼稚園

⑧ 実習の振り返り 短大教室 12:30~
14:00

⑨⑩⑪⑫ 実習体験 幼稚園他

⑬ 子ども理解と保育について 短大教室 16:00～
17:30

⑭⑮ 保育の基礎 まとめと発表 短大教室 9:05～
10:35

10:45～
12:15

幼稚園他

短大教室

会表発51

保育 オリエンテーション 短大教室

言語 保育内容「言葉」 短大教室

造形 保育内容「表現」 短大教室

室教大短育保児乳護看

室教大短導指習実育保育保

園稚幼験体習実習実

会表発51

1 保育実践（わらべ歌とふれあい遊び） 短大教室

2 保育実践（パラバルーン） 短大教室

3 保育実践（子育て支援センター見学） 短大教室

4 子どもと造形表現 短大教室

５，６ 子どもとお茶の交流会 高校 

園稚幼験体習実８，７

9 保育探究コース 総まとめ 短大教室

クエストエデュケーションの時
間５．６限（高校）

13：35～15：25

1~14

1~14

特
別
講
座

総合探究の時間
 5限・6限(高校）
13：35～15：25

短大レッスン室

13：00～15：30

保育遊び体験

１－４限（A.M）

音楽の基礎とピアノレッスン
短大レッスン室

2
年
生

総
合
探
究

※
音
楽
基
礎

保
育
講
座

音楽理論の基礎とピアノレッスン

3
年
生

ク
エ
ス
ト
エ
ド

ケ

シ

ン

※
ピ
ア
ノ

入
門

保
育
講
座
・
専
門
講
座

時間

1
年
生

※
保
育
入
門

9:00～12:00

～00:２1ンョシーテンエリオ

9:00～16:00

9:00～12:00

特
別
保
育

講
座

実習体験

 

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い

だ
い
ぶ
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
る

学んでいて面白いと感じられる内容
興味をもって学ぶことができる内容
自分の進路や将来に役に立つ内容
学ぶことで進路を決めることができた
保育の知識を得ることができた
もっと回数を増やしてほしい内容

図 1　アンケート調査
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た不安は解消されることが予測できる。少しでも保育の
専門性を高める一助になることを願い，スキルアップだ
けに捕らわれないよう丁寧な指導を実施した。しかしな
がら，アンケート結果によると全体的に「当てはまらな
い，あまり当てはまらない」と否定的な意見が多く見ら
れた。「自分の進路や将来に役立つ内容，学んでいて面
白いと感じる内容」など保育者への将来を見据えてピア
ノを多く取り入れるカリキュラムにした結果が，逆に生
徒への負担感を増加させたと予想される。この結果は，
今後のカリキュラムの再検討が課題となる。

4.3　実習体験
　実習は生徒が最も楽しみにしている内容であり，職業
体験にもなる。平日の授業時間の中でという状況により，
３年間で実際に実習を体験できる数は８日程度になる。
少ない実習体験の中で生徒は子どもと全力で向き合い，

「子どもが好き」という純粋な気持ちを素直に表現して
くれる。保育の学びや実習事前指導が不十分の中，Ｍ短
大の科目等履修生として送り出すことになる。しかし，
それゆえに本来の「保育者になりたい」という一途な気
持ちで子どもと関わっているように見受けられる。尾城
･ 吉川（2010）８）によると，保育体験学習は，送り出す
教員側の不安や困難さ，問題点も多いが，それ以上に効
果の高いもので，実習参加の高校生だけでなく，園の子
どもたち，引率教員，幼稚園教諭，保育士のそれぞれが
互いに新たな発見をして，成長しあえる場となっている
ことが明らかになっている。実際に生徒の振り返りには

「子どもがとてもかわいくて楽しかった」「実際に絵本を
読んだりできて勉強になった」「先生は何でもできてす
ごいと思った」などの意見が多く見られる。筆者を含め
教員は，子どもと本気でぶつかりながら関わっている生
徒の姿を見て，高校生ならではの純真さ（子どもがかわ
いいと思う素直な気持ち）から刺激や学びを得ている。
　アンケート結果をみても全ての項目において，「どち
らともいえない」以上，「大分あてはまる，あてはまる」
と応えており，「学んでいて面白い内容」では全員に当
てはまるが「あてはまる，だいぶあてはまる」と応えて
いる。保育者を目指す高校生が子どもと関わることがど
れだけ「面白い」と感じているのかが明らかになった。

4.4　保育技術検定対策授業
　保育技術検定とは公益財団法人全国高等学校家庭科教
育振興会が高等学校において実施している保育の技術レ
ベルを検定するものである（文部科学省後援）９）。「専門
的技術の向上を図り，将来保育及び児童等の福祉関連の
仕事に従事できる能力・資質や実践的態度を育てる」こ

とを目的とし，保育関係の進路を希望する高校生の全国
的な指標となっている。「音楽・リズム表現」「造形表現」

「言語表現」「家庭看護」の４分野について４級から１級
までの達成基準を設定して，毎年年２回実施している。
保育技術検定は保育科のある高等学校でプログラムの１
つとして実施されており，Ｓ高校の保育探究類型も取り
入れた。生徒全員が３級獲得を目指す。試験合格に向け
て，４分野において各専門である大学の講師が通常の授
業とは別にそれぞれ２，３回程度の対策授業を実施した。
それにより，19 名の生徒全員が３級を獲得し，うち１
名は２級を取得した。保育技術検定は紙芝居や赤ちゃん
のお世話，折り紙，ピアノと検定の合否にかかわらず学
習したことは実践力になる。保育の学びが見えやすいの
で生徒は主体的に取り組んでいた。実際に絵本の読み聞
かせを実習体験で実践することもあり，学習成果が実践
力につながっていることが実感できている意見もあっ
た。表４から「学ぶことで進路を決めるのに役だった」「自
分の進路や将来に役立つ内容」に対して，９割があては
まると応えている。一方で１名に限るが全項目で当ては
まらないと回答しており，保育に興味をもっていたが，
保育技術検定に関しては負担となっていたのか，あるい
は途中で進路変更に気づき，意欲が消失したのか，アン
ケートからは読み取れない結果であった。

4.5 保育に関する授業
　高校生の最初の授業は「保育入門」で，認定されると
本学への進学であれば持ち越すことが可能となる。基本
的な保育の授業と実習体験に向けての指導が中心とな
り，８月の夏季休暇を利用して実習と授業を繰り返しな
がら体験する。他に短期大学の大学生との交流も取り入
れた。パラバルーンを一緒に取り組んだり，短期大学生
によるパネルシアターやエプロンシアターの実演を観た
り，実践的な内容に加え，保育の授業をイメージできる

表２　ピアノ講座について（n＝19）
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表４　保育技術検定対策について（n＝19）
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表 3　実習体験について（n＝19）
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ような授業を意識した。また，先輩である短期大学生に
キャリアに関する悩みを直接相談できるような場を設け
るなど，保育だけに留まらず高大連携の特質を活かしな
がら実施した。
　その結果，実習体験と同様「保育の知識を得ることが
できた」と答える生徒が多く見られた。また，「自分の
進路や将来に役に立つ内容」でも高い評価が見られた。

4.6 自由記述の分析結果
　「負担になったこと」「学びたかったこと」のそれぞれ
の記述内容を，意味の異なる分章で区切りコードを作成
した。自由記述の分析は KJ 法（川喜田，1997）10）を参
考に質的分析を参考に行った。KJ 法は文化人類学者で
ある川喜田二郎によって創始されたデータ集約に関する
一つの技法である。コードはそれだけでも意味が分かる
文節とした。その後，類似するコードでカテゴリーを構
成した。なお，分析の下位カテゴリーは《　》，カテゴリー

は【　】で示し，記述例を「　」を加えながら学生の意
識を概要すると次のようになる。
　負担になったこと（表６）は【ピアノ授業】【検定対策】

【保育探究類型】の３つのカテゴリーとなる。特に【ピ
アノ授業】の負担感は多く見られた。下位カテゴリーは

《練習の苦労》《発表のプレッシャー》とあり，ピアノに
対する苦手意識や，練習の困難さ，発表の緊張感，時間
の問題などが要因として考えられる。次に【検定対策】
も苦手意識と勉強の困難さが読み取れる。さらに【保育
探究類型】は３年間のコースの厳しさがあげられる。「保
育探究類型に入ることで，三年間保育を学ぶことが求め
られ，本気で学びたい人には楽しめるが，軽い気持ちで
入ると厳しいと感じる。」など３年間の保育に対する学
び自体が負担になっている。このようにピアノの授業や
発表，保育コースの厳しさ，保育技術検定に向けての練
習の苦労などが生徒の負担になっているのが明らかに
なった。しかしながら，この結果は授業の数に比例して
いることも考えられる。
　学びたかったこと（表７）は【実習体験】【保育実践
方法】【保育内容】【早期の検定対策】の４つのカテゴリー
になった。特に実習の増加を要望しているコードは６つ
と多く，実習の増加を希望しているのがわかる。次に【保
育実践方法】となり《遊び・自然体験》《子どもへの対応》
を学びたかったとしている。《子供の対応》は実習の体
験による気づきだと考えられる。続いて【保育内容】と
なり，遊びに関しては環境や心理，かかわりかた，音楽
教育など，より専門性を高めるための学びを期待してい
ることが伺える。加えて，【早期の検定対策】を望む声
もあり，《検定への準備》に余裕をもって取り組みたい
ことが読み取れる。

表 5　保育に関する授業について（n＝19）
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学んでいて面白いと感じられる内容

興味をもって学ぶことができる内容

自分の進路や将来に役に立つ内容

学ぶことで進路を決めることができた

保育の知識を得ることができた

もっと回数を増やしてほしい内容

保育に関する授業
あてはまらない あまりあてはまらない どちらともいえない
だいぶあてはまる あてはまる

表 6　負担になったこと（n＝24）

 

例述記ーリゴテカ位下ーリゴテカ コード
番号

コード
数

45たっか多が座講ノアピ
ピアノを一人で練習する時間を長くしてほしかった 7 1
本番に弱いのでピアノの練習の一回一回がしんどかった 10 7
数人の前で一人前に出てピアノを発表すること 13 2
ピアノであの部屋にいることやできなかった時の悔しさ 2 3

361たっだ変大が強勉てくし難が定検度易難策対定検
391るれさ定固に育保間年三

みんなの前で絵本や紙芝居を読み聞かせたをしたこと 21 1

ピアノ授業

保育探究類型

負
担
に
な

た
こ
と

練習の苦労

保育コース

発表のプレッ
シャー

表７　学びたかったこと（n ＝ 29）

 

カテゴリー
下位カテゴ

リー
記述例 コード

番号
コード
数

63いたき行とっもに習実加増習実験体習実

58び遊手の類種多
泥団子など外で遊ぶなど、自然に関する内容 1 5

子どもへの対応 注意するときの言葉がけやけがをしたときの対応 10 1
381たっかたび学を歌
36曲のノアピの外以ルエイバ
321理心のもど子
101い違の園育保と園稚幼

早期の検定対策 検定への準備 一年生の時に検定を受けられなくても勉強したかった 5 2

学
び
た
か

た
こ
と

音楽教育
保育内容

保育実践方法
遊び・自然体験

保育の知識
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4.7　テキストマイニングによる分析結果
　さらに検討を深めるため，「負担になったこと」「学び
たかったこと」に加えて，アンケートの最後にある「感
想」の自由記述を全てデータとしてまとめて，テキスト
マイニングを行った。テキストマイニングは，質的デー
タを量的に分析することを目的としている。本研究でも
分析者の恣意性を極力排除するために，有益な情報を取
り出すための手法として使われている分析には，株式会
社ユーザーローカルが開発した AI テキストマイニン
グ 11）を使用した。単語の出現頻度，係り受け解析（「名
詞」に係る「形容詞」「動詞」「名詞」についての解析結
果を表示），文書要約を行った。なお生徒が記述したテ

キストデータの前処理として，「負担になったこと」「学
びたかったこと」については語尾に「が負担であった」「が
学びたかった」とデータの意味が変わらないように前処
理をした。
　出現頻度は文章中に出現する単語の頻出度をスコアの
高い上位を表に示した（表８）。単語ごとに表示されて
いる「スコア」の大きさは，与えられた文書の中でその
単語がどれだけ特徴的であるかを表しており，通常はそ
の単語の出現回数が多いほどスコアが高くなる。しかし
ながらどの文書にもよく現れる単語についてはスコアが
低めになることもある。本研究ではスコアの高い単語を
重視して解析している。

　係り受け解析は，語句の「修飾－被修飾」関係を見つ
けるための解析方法である（表９）。「スコア」が高いほ
ど，よりその係り受け関係が重要であることを示してい
る。「名詞×形容詞」では「実習×ほしい」が挙げられ，

「名詞×動詞」では「実習×増やす」と実習の回数を増
やしてほしいという要望が示唆されている。また，「探
究（保育）×いい」や「こども×かかわる」という言葉

も高スコアを示しており，『こどもとかかわることがで
きるからいいと思った』『保育を目指すなら保育探究コー
スに入った方がいいと思う』などの記述においても保育
探究類型での体験に満足している生徒の思いが現れてい
る。「名詞×名詞」では「ピアノ×練習」「検定×勉強」
が上位に位置づけられた。

　共起とは単語のセットが同時に出現することであり，
文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線て
結んでいる（図２）。出現数が多い語ほど大きく，線が
太くなる。共起図からも，「ピアノ－負担」は大きく表
出されている。しかし，「探究－コース－入る－弾ける」
と共起されていることから，保育探究を選択すればピア
ノが弾けるようになるといった生徒の期待感もみえる。
　テキストマイニングによる分析結果と記述内容から，
多くの生徒がピアノや保育検定に対する負担感を感じて
いるのは明らかである。「ピアノの時間が長すぎる」「検
定の授業が難しかった」というような具体的な意見もあ
り，苦手意識がみえる。一方で，ピアノや検定が学びの
喜びや充実感にも結びついており，「ピアノや工作など
を，やっていくにつれて頑張ろうって思えることができ
た」「弾けたときの喜びが最高だった」「検定の授業がお

もしろかった」などの意見もみられた。負担ではあるも
のの学びの中で成長や期待を感じており，その必要性は
認識している。加えて全ての結果からも読み取れるよう
に，実習の重要性を何よりも感じており，「実習を増や
してほしい」「実習で子どもとおしゃべりできたことが
楽しかった」など 19 人の中で 14 名に「実習」というワー
ドがポジティブに捉えられて記述されていた。３年間の
授業と進路意識を考察すると，４名以外は保育・幼児教
育の学校へ進学をした。さらに，15 名のうち 10 名は本
学への進学を決めている。中でも「実習体験・保育技術
検定対策」では「学ぶことで進路を決めることができた」
と多くの生徒が答えており，今後のプログラムにおいて
見直すポイントが示唆された。

表８　各品詞のスコアと出現頻度　上位

 

名詞 スコア 出現頻度 動詞 スコア 出現頻度 形容詞 スコア 出現頻度
保育 31.92 14 学ぶ 4.69 13 難しい 0.29 6
ピアノ 15.66 21 増やす 1.06 6 ほしい 0.2 8
実習 15.14 13 弾ける 0.98 3 長い 0.1 3
負担 14.71 17 かかわる 0.79 2 多い 0.05 4
検定 11.25 8 触れ合う 0.55 1 楽しい 0.04 4
泥団子 6.79 2 接す 0.22 1 良い 0.03 5
探究 4.92 2 できる 0.21 13 しんどい 0.03 2

表 9　係り受け解析の結果　上位

 

名詞×形容詞 スコア 出現頻度 名詞×動詞 スコア 出現頻度 名詞×名詞 スコア 出現頻度
実習-ほしい 2.22 4 実習-増やす 2.86 4 ピアノ-練習 3.33 5
本番-弱い 2 2 保育-入る 2.4 6 検定-勉強 2 3
最初-多い 1.2 2 実習-できる 2.38 5 実習-おしゃべり 2 2
看護-難しい 0.86 2 子ども-かかわる 2 2 子ども-おしゃべり 2 2
保育-いい 0.67 1 人前-出る 2 2 検定-授業 1.5 2
探究-いい 0.67 2 おしゃべり-遊 2 2 ピアノ-発表 1.5 2
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5．まとめと課題
　現代社会で生きる力の育成を目的とした高大連携教育
は，社会に開かれた教育課程が必要となる。文部科学省

（2014）12）はこれからの教育課程の理念として地域の人
的・物的資源を活用したり，放課後や土曜日等を活用し
た社会教育との連携を図ったりし，学校教育を学校内に
閉じずに，その目指すところを社会と共有・連携しなが
ら実現させることとしている。本学園の取り組んでいる

「保育探究類型」は高校，短期大学，さらに附属園との
連携教育であり，まさしく新たな教育課程を実現させて
いるといえる。
　本研究でも保育探究類型を選択した生徒が，実習体験
や保育の学習を通してキャリア形成の一助として認識し
ていたことは示唆された。専門的知識の習得，松下・甲
斐（2020）13）の高校家庭科教育における調査によると，
保育体験学習が親性準備教育に有効であったことが示さ
れている。親性はたとえ自分の子どもを持たない場合で
も，次世代の再生産と育成は社会全体の責任であること
から社会の一員としてすべての人が備えるべきものであ
り，今後，保育体験学習の実施と充実を図る必要性があ
る。キャリアとして保育にかかわらなくても，保育教育
の充実のために高大連携の可能性は期待される。一方，
実践を進める中で改善すべき課題も抽出されつつある。
その主なものを下記に列挙する。

①実習体験の時間と日数
②ピアノ授業の時間と内容の修正
③保育に関する授業の内容の修正
④保育検定対策授業の早期化とあり方
⑤保育探究類型の柔軟性

　以上が本研究により抽出された検討課題である。高大
連携教育プログラム「保育探究類型」は，高校生のキャ
リア形成に大きく貢献する可能性を秘めている。しかし

ながら，より効果的なプログラムにするためには，高校
生たちの声を聞き，プログラムを不断に見直し，改善し
ていくことが重要となる。例えば，実習体験の日数につ
いては多くの生徒が足りないと感じており，１日でも子
どもと関わりたい思いに応えながらも，「かわいかった，
楽しかった」で終わらせることなく，より専門的な学び
になるようなプログラムにすることで効果が上がる。
　「保育探究類型」における高大連携教育は，高校生の
段階から保育の専門知識を学び，実践的な経験を積むこ
とができる貴重な機会である。本研究を通じて，高校生
が保育者に強い関心を持ち，将来の保育者として活躍し
たいという意欲を持っていることは明らかになった。今
後も長期的な視点で，高大連携教育を受けた学生が実際
に保育者としてのキャリアを選択するのか，またどのよ
うに活かされていくのかなどを調査していきたい。それ
によって高大連携教育の成果を地域社会に還元していく
ことにつながり，それこそが保育者養成校の役割といえ
るのではないだろうか。
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領域「表現」における子どもの自己実現についての一考察
―保育実践を通して―

A consideration of children's self-realization in the area of "expression"
―from the practice of children playing with clay―

前　川　豊　子
Toyoko MAEKAWA

京都西山短期大学　教授

・
・

安　井　良　尚
Yoshihisa YASUI

湊川短期大学　教授

Abstract
　The purpose of this study is to deepen the content of plastic arts play in early childhood education. Formative 
expression includes many opportunities for spontaneous and unconstrained play-like experiences and has attracted 
attention as an activity that leads to mental openness and stability.
　The analysis and discussion of  [plastic arts play], using  involvement observation and episodic descriptions, 
showed that the act of the child facing the teaching materials is itself an "expression".

キーワード：幼稚園教育要領「表現」，教材研究，素材との対話，養成校の課題と役割

はじめに
　本研究の目的は，幼児教育における造形遊びの内容を
深めることにある。保育所保育指針の領域「表現」（2017
年）にみられる（ウ）内容の取扱い「表現の過程を大切
に」に改めて注目したい。この「結果よりも過程重視」
の明示は，幼児期から工夫や創造，発見の経験によって
自尊感情や有能感を育てようとする観点が反映されたこ
とによる。さらに，保育所保育指針解説では，幼児期の
子どもの表現行為の特徴を以下のように述べている。「子
どもの場合，必ずしも，初めにはっきりとした必要性が
あって，かいたり，つくったりしているのではない。」「自
分でかいたり，つくったりすることそのことを楽しみな
がら，次第に遊びのイメージを広げたりする場合もあ
る。」１）さらに「子どもの自己表現は，内容の面でも方
法の面でも，大人からは「素朴に見える形で行われるこ
とが多い」２）特徴がある。「大人が考えるような形式を
整えた表現にはならない場合や表現される内容が明快で
ない場合も多いが，保育士等は，そのような表現を子ど
もらしい表現として受け止めとめることが大切であ
る。」３）保育者にとって重要なことは子どもに共感する
ことであり，そのことで子どもは保育者への信頼感と表
現する喜びを感じ，表現への意欲を高めていくと述べて
いる。
　高等教育機関における学生の学力低下に加えて，自己
表現力や自信，コミュニケーション能力等の低下が問題
視されている今日，保育者養成における表現の授業にも，
その力量形成への貢献が期待されている。造形表現は，
自発的で制約のない遊びのような経験のチャンスを数多
く含んでおり，心の開放と安定につながる活動として注
目される。
　そのため筆者は，子ども（４歳児と５歳児）を対象と
した「造形遊び」を実践し，関与観察とエピソード記述
を用いて分析・考察した。

研究方法
　下記（１），（２）の方法で研究をおこなう。

（ １）本学附属幼稚園での２日間における保育実践（４，
５歳児）
①粉末粘土と水で遊ぶ
　（2024 年８月８日午前 10 時～ 12 時 30 分）
②粘土の絵の具で遊ぶ。絵を描く
　（2024 年８月９日午前 10 時～ 12 時 30 分）

（ ２）保育の中での表現活動における自己実現について
の考察

　（１）は，保育実践を目的とした教材研究並びに実践
の指導，観察から得られた知見の分析，考察を通し，子
どもの表現活動のあり方考える。子どもの表現の本質を
求める。
　（２）は，実践②で見られた粘土の絵具で遊ぶ女児の姿，
及びＳ保育園での絵具遊びを発展させていった男児の
姿。この２つの，教材やモノとの結びつきをきっかけに
遊びこんでいく子どもの姿から子どもの自己実現につい
て考える。

保育実践の方法
場所：本学付属幼稚園
　前川，安井と，記録担当の本学幼児教育保育学科の学
生２名にて行った。（附属幼稚園の先生方にもサポート
頂いた。）

〈１日目・粉末粘土と水で遊ぶ〉
　（2024 年８月８日午前 10 時～ 12 時 30 分）
・ 導入として，たぬきの「ポンタくん」というキャラク

ターのお話をした。「ポンタくん」はいつも粘土で遊
んでいるという設定にして，粘土という素材への想像
力を膨らませるようにした。その後の作業は，子ども
たちが４人ずつテーブルを囲うように作業ができるよ
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うにした。
　「他の幼児の表現に触れられるよう配慮する」４）

１．粉末状の粘土を配る。
２ ．子どもたち自身で加水していき，泥状になったとこ

ろで卓上のクリアファイル上に塗り広げていく。
　※ 加水の量，方法は指定しない。（泥がファイル上に

止まるよう多すぎる加水は止めた）
・ 粉末状の粘土に子どもたちそれぞれで加水することに

よって泥状に変化していく過程での子どもたちの言葉
や様子を観察，記録する。

・ 卓上に素手で塗り広げていく中での言葉や様子を観
察，記録する。

〈２日目・粘土の絵の具で遊ぶ。絵を描く〉
　（2024 年８月９日午前 10 時～ 12 時 30 分）
　導入として，たぬきの「ポンタくん」が粘土を絵の具
がわりに開いているという話をして，素材の扱い方に前
回とは違う意味を持たせるようにした。その後の作業は，
子どもたちが長くつなげたテーブルを囲うように作業が
できるようにした。
１．茶，緑，赤，黒の色をつけた泥状の粘土を用意し，

最初は茶色の１色だけで筆を使って紙の上に描けるよ
うにした。

２．少しずつ違う色を出していき，色の変化を楽しんだ
り，混色ができたりするようにしていった。

　※ 描かれたものに対して質問をしたり，子どもたちの
言葉に共感たりはするが，子どもたちの行為に影響
するような言葉かけはしないようにした。描画方法
も，筆の使い方も子どもたちの自由にした。

・ 泥状の粘土に色を加え，「描く」という目的に合わせ
て変化させた素材を使用する。間接的に筆を使って画
用紙に表現されたものを子どもの言葉と共に観察，記
録する。

実践の結果
〈１日目〉粉末状の粘土が粘着性のあるものから流動性
のあるものに変化していくという素材の変化に伴って言
葉の変化があった。

〈２日目〉４歳児の「描く」という行為自体に最終的な
到達目標を設定しなかったことで，その時々の素材の様
相によって表現が変化していった。行為と素材との対話
による反復作業が紙の上に定着されていく様子がみられ
た。
　素材については幼稚園教育要領解説に「その特性を知
り，やがては，それを生かした使い方に気付いていく。
このような素材に関わる多様な体験は，表現の幅を広げ，
表現する意欲や想像力を育てる上で重要である。」５）と
あるが，造形活動の中で均一化された素材の扱い方をす
る場合には気付きが起こりにくいと考える。そういった
活動では，素材に対しても表現方法に関しても子どもた
ちは受動的である。「多様な体験」とはどういう活動の
中で得られるものなのか，保育者は熟考するべきだと考
える。

素材との対話
　今回の研究では，導入を行なって使用する素材に意味
を持たせるところからスタートしている。素材に対する
興味や期待感を持たせる狙いがあったためである。

　１日目の実践では，最初に，洗面器に粉状の粘土を入
れて粉塵を吸い込まないように霧吹きで少し湿らせた状
態で一人ずつに配った。その後は，少しずつ子どもたち
自身で水を足していけるように穴を開けたキャップをつ
けたペットボトルに水を入れてテーブルごとに何本か用
意した。
　粘土が変化していく工程を子どもたちがゆっくり観察
できるように，最初は指で粘土を触るようにして，徐々
に手全体で粘土をこねるように説明をした。

加水を始めた時点での子どもたちの言葉
「べたべたになってくっつく」
「とれへん」
「なんか黒いのでてきた」
「ねばねばする」

　水が加わることによって，粘土の色が黒い色に変色す
ることに気付いたり，少しずつ塊になりつつある粘土を
手で転がしたりしながら感触を楽しんでいる様子が見ら
れた。この時点では指先に粘土の塊がついたものを見せ
てくれる子どもが何人かいたが，表情や言葉からは，不
快な状態と捉えている子どもがいることがわかる。
　最初の時間帯には無言でひたすら泥を塗り広げている
子どもが見られた。言葉として外に発さなくても，泥の
様相や触感を感じていたと思われる。
　さらに水が加わると粘度は泥状に変化していき，なめ
らかな感触を楽しむ様子が見られるようになった。

泥状の粘土で遊んでいる時の子どもたちの言葉
「こんなどろどろなる？」
「どろどろどろんち」
「どろつきマンになる」
「にゅるっち」

　今回はクリアファイル上に粘土が残っている状態で留
めておきたかったので，ある程度の水分量になった時点
でペットボトルを引き上げた。クリアファイルの上に泥
状の粘土を塗りのばす時には「すべすべ」「気持ちいい」
と言った言葉が聞かれるようになり，手の動きとそれに
伴って出来る泥粘土の模様を楽しんでいる様子が見られ
るようになった。（図－１）

図－１

　クリアファイルの上での遊びは時間の経過とともに，
子どもたちの様々な気付きを誘発していき，クリアファ
ルの上から離れていく遊びに発展していった。泥の塊を
積み上げていく。泥を上から落とす。泥のついたまま手
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を叩いて飛び散る様子を見る。自分の腕に塗る。泥のつ
いた手を「掴んでみて！」と言って滑り抜ける感触を楽
しんでみる。など，さまざまな遊びを楽しむ様子が見ら
れるようになった。
　加える水分量をある程度子どもたちの自由にしたた
め，泥状の粘土を触っているうちに，素材の特性に気づ
き自分の体の動きと素材との関係性を楽しんでいる様子
が観察できた。テーブルを囲んでいたために，子どもた
ちは粘土の状態を視覚的に共有していたと考えられる
が，それぞれの粘土の硬さは全員で統一しなかったため
に，素材から受け取った印象も様々であった。子どもた
ち全員が，事前に用意した同質の素材を使用して同じ感
触を味わうのではなく，子どもたち自身の行為で変化し
ていく素材に触れることで「素材との対話」が生まれる
のだと考える。
　また，素材へのアプローチの違いから，子どもたちが
他者との違いに気づくことができる。また，自分自身が
充実できること満足できることを追求することが心身や
集中力などの発達にも影響があると考えられる。

　２日目の実践の導入では泥絵の具の話をして，泥状の
粘土に色をつけて絵の具として使った。描くための題材
や目的などは一切告げずに紙の上にまず筆で塗ってみる
ところから始めた。
　大胆に塗っていったり，少しずつ点々と慎重に筆を置
いていったりする子どももいた。
　最終的に形として残ったものの中には１色で塗りつぶ
されたものあったが，そこへ至るまでには，何度も紙全
体に色を塗り広げて端から端まで筆で塗っていくことに
没頭していた子どもの姿があった。（図－２）

図－２

　最後に出来上がったものから子どもが何に興味関心を
持っていたのかを読み解くことは難しい。むしろそれは
活動中の様子や交わした言葉の内容にヒントがあるかも
しれないし，子ども自身が言葉に表すことのできない何
かを感じている場合もあるだろう，これらは継続した活
動の中で保育者が気づいていかなければならない。造形
遊びの過程で子どもたちがどのような気付きを得るの
か，どのような心の変化があったのかに注意を向けるべ
きである。

　一人の女児に対して「これは何かな？」と問いかけて
みたが，首を傾げてしばらくして「白いとこにぬってる」
と答えた。この時は何かの形を描くのではなく，余白を
点描で埋めていくという行為自体を楽しんでいるよう

だった。紙の上に形として認識できるものがあったとし
てもそれらは何かをイメージして描かれたものではな
かった。目の前で自分の行為によって起こる色の変化や
筆を動かした行為の痕跡が紙の上に残っていくことを純
粋に楽しんでいたと考えられる。
　今回は時間が許す限り子どもたちが自由に描き続けら
れるようにした。そのため，紙に穴が空いてしまったも
のや，全体が真っ黒に塗りつぶされたものもあった。紙
の余白が残っている時点で「絵画としての作品」として
中断して残すこともできただろう。しかし，その時々の
素材が見せる変化や感触を子どもたちが楽しんでいる様
子が見られたため，途中で手を止めるようにはしなかっ
た。

２日間の実践からの考察
　製作物の仕上がりのイメージをもとに造形活動をする
場合，作品として仕上げるならば，終わるタイミングが
子ども自身にも，指導者にも大まかな見当がつくが，造
形遊びには見本がなく最終的に成果物を求めるものでは
ないために，どこで終わりにするのかは難しい。流動性
のある素材を活動の中心に置くことで，仕上がりという
着地点のない活動をする場合は，子ども自身が飽きるま
で続けるか，時間が来て終わるかである。
　造形遊びは，最終的な目標に向かって進めていくもの
ではない。何かの形になっていなくても，子どもたちの
その時々の瞬間に沸き起こる感情や試し行動や衝動が素
材と出会う事で生まれる行為の痕跡である。それらは子
どもたちの過ごした時間であり，子どもたちそのものな
のである。
　過程における子どもたちの行為自体がすでに「表現」
として成立しているということを認識することが必要で
ある。

子どもの姿からの考察
（ ２）保育の中での表現活動における自己実現について

の考察
①附属園での実践の事例４歳の女児

実践中の 4 歳女児との会話
思いのままに塗り広げて遊んでいるとき，「あのね」
と不安そうに小声で話しかけてくる 4 歳女児。

「なに」と耳を傾けると，女児は真っ黒な画用紙の
真ん中を指さす。
指の先を見ると穴があいている。

「ダメなことをしたからどうしよう」と筆者に問い
かけてきた。
女児の耳元で「たくさん遊んだから，面白い穴がで
きたね。ほら，のぞけるよ。指が入るよ」と言葉を
かけるとにっこりとした。

　黙々と手を動かし，最後は黒で塗りつぶす行為が楽し
くて力が入ったのだろう。
　何重にも色が塗り重ねてある。画用紙全体を隅々まで
注意深く塗り重ねていた女児。絵の具がはみ出さないよ
うに，また，塗り残しがないように黙々と手を動かして
いた。手先の機能はかなり発達している子どもである。
　黒の絵具を最後に与えられた時，最初は一部に試して
みたはずだが，どこにどう使ったのかは知ることは出来
ない。しかし，塗っていくどこかで完璧な黒一色の面を
作るイメージが沸き上がり熱中したのだと推測できる。
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（図－３）色の均一化を目指したことが紙の真ん中にあ
いてしまった穴の原因だ。目や手の神経をフル稼働させ
て塗ることに集中していた女児だが，穴が空いることに
気づき失敗したとしょげている様子だった。しかし，面
白い穴ができたと評価すると明るい顔に変わった。求め
ていたイメージ，目指したものとは少し違ったが，女児
自身の心の中に熱中してやり切った充足感があったから
こそ素直に筆者の言葉を受け入れたのである。

図－３

②京都市Ｓ保育園で造形指導の事例２歳の男児
　クラスの子ども達に教材（葉・枝・木の実など）を用
意して絵の具遊びを行う。子ども一人一人が思い思いの
活動をする中，一人の男児が絵の具を触るのを嫌がり，
手に絵の具がつくとスモックで拭っていた。

（図－４，５）
　担任保育士に「この男児の普段の好きな遊びは」と尋

ねると「車遊び」とのこと。
　保育室から濡れてもよい車のおもちゃを数台持ってき
てもらい，男児に渡すと，嬉しそうに車に色を塗り始め
る。（図－６）

図－６
　その後は周りからスポンジを集めてきて連結し，枝で
押して「ぶっぶー」とつぶやきながら遊び始めた。（図
－７，８）
　他児は給食の時間なので教室に戻ったが，男児は黙々
と夢中になって遊んでいたので，園の担任保育士は「今
日はとことん遊ばせてやりたい」と配慮した。遊び終わっ
た男児は好きな車と絵の具の出会いをきっかけにして心
が解放され満足した顔になっていた。

図－４

図－５

図－７

図－８
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　多少時間がかかっても可能性の芽が出てくるのを，保
育者は我慢したり引いたり待ったりしなければならな
い。遊びきる，そこから生まれてくる達成感，満足感は
自信と自己肯定感につながる。
　これらの遊びは子ども自身が偶然発見したり，つくり
出したりした遊びである。遊びの動機が友だちや年長児
の姿に触発されることもあるが，今回はすべて子ども自
身の「おもしろそう」「やりたい」というこの２つの思
いが自発的活動としての遊びをスタートさせる動機に
なっている。遊びを持続させ，また新たな展開を生み出
すエネルギーも自分のとりかかった活動そのものの中に
存在していると言える。

まとめ
　幼い子どもにとって未知のもの，新しいこととの出会
いや経験は強烈なものである。それらが何であるかを確
かめ自分の認知の引き出しに納めようとする。自然が与
えた五感と Wonder の心を手段として，その認知方法
の一つは「表現」することである。
　幼稚園教育要領解説では，「実際の指導では，幼児期
の終わりまでに育ってほしい姿が到達すべき目標ではな
いことや，個別に取り出されて指導されるものではない
ことに十分留意する必要がある。」６）と記されている。
表現のプロセスこそが彼らの充実の時間であり育ちのゆ
りかごなのである。子どもが日々の生活の場を含め遊び，
未知のモノやコトを自分の中に取り込むことが出きるま
で，つまり満足感，充足感を得るまで思い切りやりきる
経験を提供できる環境を与える幼稚園，保育所，認定こ
ども園の役割はとても大きい。そして，活動後「また，
これやってや」「明日もきてくれる？」の言葉は，環境
作りを頑張った大人（研究者，保育者）への最高のプレ
ゼントであり，保育活動の成功のサインである。教材研
究を保育実践に生かし，「子どもの表現活動を考えてみ
よう」をテーマに年齢も経験も異なる２人が研究をス
タートさせたが，意見を交わし実践を共にし，こうして
各々が論文にまとめみると，「表現のプロセスこそが子
どもがエネルギーを注ぎこむ時であり充実の時間であ
る。教材と向き合っておこなう子どもの行為そのものが
表現（こどもによる芸術である）という結論を得たるこ
とができたと考える。保育士養成に携わる者として，保
育者自身の体験不足や知識不足，保育時間や園の環境問
題，素材や用具の使い方の難しさ，保育者自身の好みの
偏りなど，悩みや課題はつきない。授業で育むべき力と
保育現場の保育者が表現の知識・技能を高めるためには，
保育士等キャリアアップ研修がその役割を果たすことに
なる。今後も養成校における教育の質の向上と授業の改
善に向けて，保育現場との協働により様々な取り組みを
行なっていきたい。
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幼児教育保育学科の学生による陶芸体験における一考察
―「丹波焼」の歴史と伝統文化にふれて―

A Study of the Ceramic Art Experience of Students in the Department of 
Early Childhood Education and Childcare

―From the History and Traditional Culture of Tamba Pottery―

安　井　良　尚
Yoshihisa YASUI

湊川短期大学　教授

abstract
　Students who chose arts and crafts visited a ceramic facility near the university and were exposed to the history 
and traditional culture of Tamba pottery,  including hands-on pottery making, while at  the same time deepening 
their knowledge of clay as a material. Based on this pottery-making experience, it became clear that teachers need 
to create an environment for unique classes rooted in local culture and traditions.
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はじめに
　令和６年度の湊川短期大学幼児教育保育学科２年生の
選択科目である「図画工作」で陶芸体験を行った。
　陶芸体験の導入として，１年次には「子どもと造形表
現」の授業で粘土による造形遊びを行なっている。２年
次で「図画工作」を選択した学生は本学近郊にある陶芸
施設の見学も行い，陶芸体験で完成した作品は本学附属
図書館に展示した。本研究では，造形遊びから丹波の焼
き物の歴史や伝統文化に触れるという一連の流れの中
で，学生の学びについて考察する。

背景
　本学は丹波立杭焼の産地に程近い場所に位置してい
る。
　丹波焼は，日本六古窯の一つである。六古窯とは，日
本で生まれた技術による作陶が行われており，中世から
始まって現在も生産が続いている日本古来の瀬戸，越前，
常滑，信楽，丹波，備前の六つの窯のことである。平成
29 年には日本遺産に認定されている。
　丹波焼は，平安時代末から鎌倉時代初期に発祥したと
言われており，山腹に溝を堀って天井をつけた「穴窯」
での生産から始まり，慶長末期に朝鮮式半地上の「登り
窯」や，「蹴ロクロ」が導入されるようになってからは
さらに発展していった。一時期は衰退したが，昭和初期
に河井寛次郎やバーナード・リーチに高い評価を受け，
現在も多くの窯元が活発に活動を続けている。

　湊川短期大学は，車で 15 分圏内に「兵庫陶芸美術館」
「丹波伝統工芸公園・陶の郷」「三田陶芸の森。」といっ
た施設があり，陶芸に関する地域の歴史や伝統文化を学
ぶ環境が整っている。

実践
　湊川短期大学では，以前は行われていた陶芸の体験授
業や陶芸家による実演がコロナ禍以降行われておらず，
令和６年の図画工作の授業で，本学近隣施設である「陶
の郷」での陶芸教室に参加することにした。
　前期の選択科目である図画工作には幼児教育保育学科
の２年生 48 名中 21 名が登録をしており，この学生たち
は，前年度１年次の「子どもと造形表現」の授業で粘土
を使った「造形遊び」を体験している。
　この「造形遊び」は，滋賀県の信楽から取り寄せた乾
燥状態の粉末状の粘土に各自で加水していき，泥状に
なった粘土で自由に遊ぶというものであり，この授業で，
粘土という素材への理解や子どもたちへの指導方法につ
いて学んでいる。この「子どもと造形表現」の前年度に
は，本学附属幼稚園において同じ素材と方法による幼児
への研究保育を筆者らが行っており，「造形遊び」の導
入としてその時の幼児たちの様子を伝え，また，小学校
での「造形遊び」へ繋がっていく活動について意識でき
るように授業を行った。
　この時も，幼児たちに行った時と同じように，加水の
程度やどのように遊ぶのかなどは一切指示せず，目の前
で素材が変化していく様子や素材の感触を味わうという
内容にした。
　粘土で何かの形を作る学生もいたが，粘土を手に塗っ
たり，机の上に敷いたビニールの上に塗り広げたりしな
がら，友人たちと自分が発見したことや感触について話
をして素材の感触を楽しんでいる学生の様子を観察する
ことができた。
　その後，２年次に図画工作を選択した学生は，2024
年５月 29 日に「三田陶芸の森。」へ見学に行っている。
ここでは三田青磁について館長で陶芸家の伊藤瑞宝氏よ
り，世界三大青磁の一つとも称される三田青磁について
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の歴史や青磁の色彩について講義を受け，館内や陶芸教
室の様子を見学した。（図-1）

　三田青磁は青磁の原石が発見された江戸代後期から生
産が始まったとされている。
　本来は青磁の釉薬は透明であり，釉薬を掛ける素地の
凸凹や光の当たり方で青い色の違いが出るという説明を
学生たちは真剣な表情で聴いていた。本学の身近なとこ
ろにあるこのような施設を訪れることや，授業では普段
使わない素材の話などを聞くことで，表現するというこ
との奥深さを感じられたはずである。

　2024 年７月 26 日「丹波伝統工芸公園　立杭　陶の郷」
の陶芸教室には学生 19 名が参加した。
　教室が始まるまでの間に，公園内にある「伝産会館」（丹
波立杭焼伝統産業会館）で，鎌倉時代から江戸時代の「古
丹波」と言われる古い時代の作品や現代作家の作品を鑑
賞し，また，「伝習会館」（地域民芸品等保存伝習施設）
では，伝統工芸士による作品を鑑賞した。
　見学後の陶芸教室では，１人 500 グラムの粘土を使用
し，「ひもづくり」という，粘土を親指の太さぐらいの
紐状に細長く伸ばして底になる板状の粘土の上に積み重
ねて縁を作っていく技法で成形した。（図-2）
　本学の授業では，保育者として子どもたちに指導する
ことなどを考えて素材や教材の研究をして製作をしてい
る。しかし今回は，学生自身が使用するものを制作した
ため，陶芸体験への取り組
み方に普段とは違う様子が
見られた。授業で製作する
物のほとんどは，身近な素
材や廃材などで製作するた
め，作品の保存が優れてい
るとは言えない。提出した
後は返却も望まれないもの
も多い。しかし今回の陶芸
作品は，破損しない限りは
長期にわたって使用も鑑賞
も可能であり実用的であ
る。それだけに，学生は自

分の満足いくまで作業を行なっていた。成形の過程にお
いて，学生が作業すると不均一な表面になってしまう。
ろくろ台を使用してもなかなか思うような形にはならな
かったようだ。何人かは，一度作り始めたものを崩して，
最初から作り直すこともしていた。結局，参加した学生
全員が１時間以上黙々と作業を続けていた。（図-3）

　成形の終わったもの（図-4）は，教室の方から丹波焼
の窯元へと送られ，素焼きをした後，釉薬をかけて本焼
きをしてもらう。完成までに３ヶ月の期間がかかった。

　完成した作品は，2024 年 12 月 20 日より１月中旬ま
で湊川短期大学の附属図書館において展示した。（図-5）

実践からの考察
　粘土という素材を中心にして，造形遊びから陶芸体験
までさまざまに展開していく事ができた。
　文部科学省のウェブサイトの小学校，中学校，高校の
体験的活動の意義の中で「『間接体験』や『擬似体験』
の機会が圧倒的に多くなった今，子どもたちの成長に
とって負の影響を及ぼしていることが懸念されている。
今後の教育において重視されなければならないのは，ヒ
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ト・モノや実社会に実際に触れ，かかわり合う『直接体
験』である。」１）と記されている。
　保育者が子どもたちに造形活動を行う場合，保育者自
身が表現することの喜びや作品に対する愛着を経験して
いるべきであり，子どもたち以上に「直接体験」の機会
を多く持ち，その中で体験的に学んだことを子どもたち
に伝えていくことが重要だと考える。
　今回の陶芸体験では，事前に粘土による造形遊びを行
なっている。同じ粘土という素材を扱いながらも様々な
表現方法があることを学生たち自身が体験的に学んだと
言える。素材を直接手で成形していくことにより，思い
もよらない形や素材の変容を体験することもできた。陶
芸では，学生たち全員に同じものを製作するようにした
のではないので，それぞれの学生が感じたことや学んだ
ことには違いがあるはずである。しかし，それらは学生
自身が経験したことであり，教員から教えられたものや
ネットや教科書で学んだこととも違う。また，陶芸作品
を鑑賞し地域の歴史や伝統文化に触れることや，陶芸家
というプロの表現者に出会い話を聞くことで，学生たち
が「表現する」ことについて再考する事ができたと言え
るだろう。
　辻泰秀は小学生に粘土を使って素焼きまでの仕上げを
行なった陶芸の実践研究の中で，粘土を使った造形活動
の有効性について述べている。また，活動以外の面では，

「陶芸教材の実践研究をしていて感じたことは，焼成し
た参考作品等は残っているが，その教育実践の記録や報
告が少ないことである。陶芸の盛んな地域の特定の学校
や教員による実践が目立ち，図画工作・美術科の教師が
学校に一人だけという場合も多いので，世代交替ととも
に優れた教育実践の方法や成果が消えてしまうことにな
りかねない」２）と述べており，陶芸についての指導者や
環境の問題点にも言及している。電気釜など陶芸の設備
があっても専門的な知識がないと学生や子どもたちに指
導することが難しいとはいえる。本学も，近隣に陶芸に
関する施設があったからこそ今回の体験ができた。知識
以外に設備や経験を必要とする活動は，指導する立場の
者に実体験がなければ，授業に取り入れることは難しい
だろう。
　しかし本学のように，地域に学べる環境があるならば，

養成校の資格取得の授業以外に，次世代に繋げ伝えてい
くべき歴史や伝統文化を学ぶ機会が授業の中にもっと増
えてもいいはずである。地域に特化した，そこでしか学
べないことが，その学校の特色として授業で行われても
いいはずである。そのためには，それらをしっかり記録
し，伝えていく環境を指導者が作っていくことも必要だ
とえる。
　専門的な知識のない分野であってもできることがある
はずである。今後も，地域の人材や施設などとの連携を
模索しながら，歴史と伝統文化を意識した授業を考えて
いきたい。
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子どもの歌におけるリズム表現
―付点８分音符と 16分音符を中心に―

Expression of Rhythm in Children's Songs
―Focus on dotted eighth notes and sixteenth notes―

高　嶋　智　美
Tomomi TAKASHIMA

湊川短期大学　非常勤講師

要旨
　本研究は，保育者養成課程において学生たちと子どもの歌の弾き歌いを行う際に起こるリズム変容と，その指導実
践の試みである。保育の現場で良く用いられる曲の中から，『かたつむり』『おべんとう』，そして小学校の共通教材
から『こいのぼり』を用いて，明治から昭和にかけての歴史的背景と音楽思想に触れながら，学生たちがそれらを演
奏した時に，どのようにリズム変容が起きるのかを考察し，どのように指導すれば楽譜に準じたリズムで演奏できる
のかについても検証した。
　その結果，子どもの歌によく使われる付点８分音符と 16 分音符の組み合わせが持つスキップするように弾むリズ
ムは，８分音符２つからなる等拍との区別が非常にあいまいで，常にどちらにも変容しうることが分かった。子ども
の歌は日本人が持つ言葉のリズムとの関わりが大きいため，それぞれのリズムに合った言葉をあてはめることで，理
解しやすくなる。しかしながら，リズム変容を無くし楽譜通りに演奏することと，日本語に基づいた子どもの自然な
歌のリズムとは必ずしも一致しておらず，豊かな子どもの歌の表現のためにはそれを理解する広い視野が必要である
という結論に至った。

キーワード：ぴょんこリズム，子どもの歌，リズム変容，中山晋平

Keywords: pyonko-rhythm, children's songs, rhythmic transformation, Nakayama Shinpei

1．はじめに
　コダーイ・メソッドとして現在でも受け継がれている
優れた音楽教育メソッドを残したハンガリーの音楽教育
学者コダーイ・ゾルタン（Kodály Zoltán　1882-1967）は，
歌うことを音楽教育の根幹に据えていたことで知られて
いる。コダーイは「こどもの音楽的活動の第一歩は，う
たうこと」１であるとし，その著の中で，「うたうことは
子どもの本能的な言語であり，小さければ小さいほどう
たといっしょに動くことを要求する」２と述べている。
さらに音楽教育は「すべての民族において，自民族の文
化，民族の伝承から出発しなければならない」３とし，「言
葉の抑揚と音楽が民謡（わらべうた，子守うたをも含む）
においてもっとも完璧に一体をなしている」４として民
謡やわらべ歌の重要性について説いた。
　またオルフ楽器で知られるドイツの作曲家カール・オ
ルフ（Carl Orff　1895-1982）も，自身の音楽において
言葉を非常に重要視し，母国語による言葉と音楽の融合
を説いた。彼は音楽について「基礎的な音楽は何かとい
うと，それは決して音楽単独ではあり得ません。そこに
はかならず動作がともなうものであり，踊りと言葉がつ
いているもの」５だと述べている。オルフ研究所所長で
あったヘルマン・レーグナー（Herman Regner　1928-
2008）によれば，オルフの教育理念では音楽教育は母国
語と共に母国語によって始まり，音楽・踊り・言葉・そ

してその他の芸術が一つの分野として認知されるもの６

であった。
　コダーイやオルフらのこのような考え方は，日本の音
楽教育にも表れている。2017 年に改訂され，2018 年に
施行された幼稚園教育要領において，領域「表現」は，「感
じたことや考えたことを自分なりに表現することを通し
て，豊かな感性や表現する力を養い，創造性を豊かにす
る」という観点から，それらを達成するべく８つの内容
を示しているが，その中で，音楽については「音楽に親
しみ，歌を歌ったり，簡単なリズム楽器を使ったりなど
する楽しさを味わう」７ことが目指されている。
　また保育所保育指針においては乳児保育に関わるねら
い及び内容で，「歌やリズムに合わせて手足や体を動か
して楽しんだりする」８，１歳以上３歳未満児の保育に関
わるねらい及び内容で，「歌を歌ったり，簡単な手遊び
や全身を使う遊びを楽しんだりする」９とも示されてお
り，領域「表現」における歌の重要性が繰り返し述べら
れている。
　更に，歌については領域「表現」以外の他領域でも，
より具体的な記述がある。幼稚園教育指導要領及び保育
所保育指針では領域「環境」において，「文化や伝統に
親しむ際には，正月や節句など我が国の伝統的な行事，
国歌，唱歌，わらべうたや我が国の伝統的な遊びに親し
んだり，異なる文化に触れる活動に親しんだりすること
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を通じて，社会とのつながりの意識や国際理解の意識の
芽生えなどが養われるようにすること」10 とも示されて
おり，歌は子どもたちが文化や伝統に親しむための重要
な要素となっている。
　加えて，領域「言葉」においても，その幼稚園教育要
領解説の中で，「リズミカルな節回しの手遊びや童謡を
歌うことは，体でリズムを感じながらいろいろな言葉を
使って表現する楽しさにつながる」11 という記述があり，
歌を歌うことは言葉の豊かな発達にもつながる非常に重
要な活動であることが分かる。これはまさにコダーイや
オルフの提唱した音楽教育思想に重なるものであろう。
　こうした観点から鑑みて，保育者養成校において，わ
らべ歌やそれに準ずる子どもの歌をとりあげていくこと
の重要性は非常に高いと言える。しかしながら，実際に
はピアノの演奏技術の習得に大きな比重を取られ，歌に
割ける時間は限られている。本論では，そうした現状を
踏まえた上で，代表的な曲として生活の歌から『おべん
とう』，季節の歌から『かたつむり』，そして小学校歌唱
共通教材から『こいのぼり』を取り上げ，学生たちに実際
に演奏してもらいながら，そこで起こりうるつまずきや
その解決方法などを探るとともに，子どもの歌に取り組
む際に必要とされるものは何かについて考察を行った。

2．調査方法
　今回は佛教大学の 2024 年度の器楽の授業内で，幼児
教育と初等教育の免許取得を目指している学生８名に協
力を依頼し，実際にその３曲をまず初見で片手演奏をし
てもらった。全員ピアノ初心者ではなく，子どもの頃か
ら年数にある程度のばらつきはあるもののバイエル後半
からソナチネ程度の経験者である。全員がそれら３曲の
歌を見聞きしたことはあるものの，楽譜を見たことはな
い状態で，まず旋律のみを演奏し，その後，弾き歌いを
行った。
　今回取り上げたこれら３曲には，いずれも付点８分音
符と 16 分音符を組み合わせたリズムが使われている。
これらの弾むようなリズムは「スキップのリズム」や

「タッカのリズム」，「ぴょんこのリズム」など様々な呼
ばれ方をするが，子どもの歌に非常によく使われるリズ
ムである。これら３曲の成立年代から整理すると，『か
たつむり』の初出は明治，年代は近いものの『こいのぼ
り』は大正，そして『おべんとう』は昭和と３つの時代
に分かれており，当時のリズムの変遷を見る上で調査対
象として適当であると考えた。

　これら３曲で使われている付点８分音符と 16 分音符
の組み合わせ（以降，タッカのリズム）に関しては，す
でに何度も言及されているところであるが 12，今回は調
査対象者を幼児やピアノ初心者ではなく，どちらかとい
えばピアノに苦手意識がない学生たちに絞ることで，演
奏技術の不足からくるリズム変容でなく，日本独自の音
楽文化としてのリズム変容が明らかになると考えた。そ
して，音楽と言葉の関係性をあきらかにするために，日
本語の単語をタッカのリズムにあてはめて，それがリズ
ムの理解にどのような影響を及ぼすかを探った。

3．調査結果
　これらの曲を演奏する際，起こりうるリズムにまつわ
る諸問題は，この付点８分音符と 16 分音符の組み合わ
せが３連符として演奏されることと，そのあとに出てく
る８分音符が 16 分音符のように短くなってしまうこと，
そして８分音符２つという等拍同士の組み合わせまでも
タッカのリズムになってしまうことである。
　タッカのリズムの連続，およびタッカと８分音符２つ
を組み合わせたリズムパターンを嶋田らはそれぞれ

「ぴょんこリズム」，「ぴょんこ止めリズム」，８分音符２
つのパターンを「等拍」13 と呼んでいるが，ぴょんこ止
めリズム，もしくは等拍のリズムが全てぴょんこリズム
へと変容する現象は，『尋常小学唱歌』（1911）が出版さ
れた当初からすでにあったようだ。
　このことについて嶋田は「かたつむり」と共に所載の

「桃太郎」はすべて等拍で記譜されているにもかかわら
ず，当時からぴょんこリズムで歌われており，このよう
なリズム変容は唱歌が作成された時代だけに見られた現
象ではなく，現代に生きる我々の中にも起こっている問
題だと指摘している 14。よって，今回は，このぴょんこ

リズムとそれに関連するぴょんこ止め，および等拍のリ
ズムに着目した。
　表２は，今回の調査に参加してくれた８名の学生たち
がこれら３曲を初見で演奏した際に起こったリズム変容
をポイント化して集計したものである。ポイントが高く
なるほど，多くの変容が認められたことになる。参考と
して，彼らが調査当時に取り組んでいたピアノ練習曲も
記載した。全員進度に多少の差はあるものの，子どもの
頃にピアノを数年習ったことがあるが現在はやめている
状態で，ピアノに触る事自体が久しぶりの学生も多かっ
たため，調査日は大学の半期の授業の中でも，少しピア
ノに慣れた後半に行うこととした。
　表２にあるように，３曲のうち「かたつむり」に関し
ては，誰もリズム変容を起こさなかった。これはぴょん
こ止めリズムで書かれており，予想としてはぴょんこリ
ズムの後の８分音符の等拍が，ぴょんこリズムに変容す
るのではないかと考えていたが，全員が初見の状態でも，
正確なリズムでメロディを弾くことができた。
　しかしながら，２曲目の「おべんとう」では予想以上
に多くの変容が起こっている。最もリズム変容が多かっ
たのは「こいのぼり」であったが，「おべんとう」と「こ
いのぼり」を比べると，「おべんとう」は 12 ポイント，「こ
いのぼり」は 14 ポイントと，ほぼ同程度のリズム変容
が起きていることに着目したい。
　譜例１と譜例２は「かたつむり」と「おべんとう」の
冒頭部分であるが，この２曲はどちらも全く同じ八五調
の歌詞にぴょんこ止めリズムで書かれていることが分か
る。しかし，同じぴょんこ止めリズムでありながら「か
たつむり」にはリズム変容が起きず，「おべんとう」に
のみ，譜例３に示したリズム変容が起きたのである。

表１
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　この理由について，嶋田は日本語の歌詞に変容の要因
があるのではないかと繰り返しのべている 15。「おべん
とう」を楽譜通りぴょんこ止めで歌うと，〈おべんと〉
の〈ん〉の発音にアクセントがくる形になり日本語とし
て不自然に感じられるため，より歌いやすさを求めて，
ぴょんこリズムへ変容が起こるのではないか、とする考
え方である。
　このことと関連して，二宮は「音綴」という言葉を用
い，発音の際に最も小さい単位として意識される音には
すべて同等の音の長さが与えられるという日本語の特徴
から，〈ん〉などのハネル音も基本的には一音綴として
数えるが，歌詞の場合は一音綴として数えたり数えな
かったりすることを指摘している 16。
　〈ぴょんこ〉という言葉の元になったと言われる童謡

「蛙の夜まわり」（1929 初出）をはじめ，多くの傑作と
言われる童謡や流行歌を残した中山晋平（1887-1952）は，
その中の一曲「あの町この町」では８分音符の等拍を用
いて記譜している 17 が，この曲も現在ではぴょんこリ
ズムに編曲されたものが出回っている。
　雑誌『コドモノクニ』に 1924 年（大正 13 年）が初出
と思われるこの曲は，当初♩＝ 80 という速度表示があ
るだけであった。その翌年である 1925 年（大正 14 年）
の『金の星童謡曲譜第九輯』に収録された際には♩＝

88 の速度指定に変わり，更にその翌年 1926 年（大正 15
年）『童謡小曲』第七集に収められた際にもそれは同様
であったが，現在知られている楽譜には，〈はずみをつ
けて〉と書かれているものが多い。これはおそらく
1953 年（昭和 28 年）に発行された『中山晋平童謡名曲集』
からきていると思われる。これは中山の死後に発行され
たものだが，中山自身が生前出版を計画していたもので
あることから，作曲者自身がぴょんこリズムと等拍リズ
ムの変容する関係性を認識し，理解していたと言えるだ
ろう。
　中山の未出版の『砂山』の自筆譜を発見し，藍川由美

（1956-）は当初楽譜通り CD を録音し発表した際，その
録音を聞いた中山の長女から「楽譜には書かれていませ
んが『砂山』はハヅムんですよ」18 と指摘されたことを
明かしつつ「たまにはタッカタッカという付点のリズム
でも書きましたが西洋的なスキップのリズムをイメージ
していたわけではありません。当時の日本人は八分音符
の羅列で書かれた『あの町この町』などを自然にハズミ
をつけて歌ったので，晋平は楽譜に細かい指示をつける
必要性を感じなかったようです」19 と述べている。『あの
町この町』がいつ頃からぴょんこリズムで日本中に広
まっていったかははっきりとはしないものの，ぴょんこ
リズムを中山がのように認識していたかは 1938 年（昭

表２

譜例１

譜例２

譜例３
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和 13 年）に発行された『中山晋平晋作童謡作曲集』の
中山自身の序言からうかがい知ることができる。

「本曲集に収めたものの中には『ハヅミをつけて』と
して，四分の二拍子に書いてあるものが頗る多い。そ
れは，多くは八分音符の羅列で，古来の日本民謡や，
動揺がさうである様に，前の音符を，次の音符より，
幾分長めに演唱したい必要から，人によっては，八分
の六拍子に書くところを，讀譜を簡易にする爲めに，
四分の二拍子に書いたものである。蓋し，此のリズム
は，日本獨特のリズムで，これを八分の六に書いても，
矢張り正確とは云ひ得ないからである。要するに，古
来各地で行はれている，郷土童謡…手毬歌や，羽子つ
き唄のあのリズムを用ひたのが，作曲者の意図に他な
らない。」20

　この序言からぴょんこリズムはそれぞれの地域に子ど
もの童謡から生まれた日本独特のリズムであり，等拍や
ぴょんこ止めリズムをぴょんこリズムへ変容させること
は言葉と音楽と動きを融合を具現化した形であったとい
うことが分かる。これは，先に触れたコダーイやオルフ
の音楽教育思想にも通ずるものであると言えよう。
　この言葉と音楽の融合性については，実際に今回の調
査に参加した学生からの感想にも表れている。Ｇさんは
今回参加してくれた学生の中でももっともピアノ歴が長
く，ソナチネアルバム１に関しては，ほぼ弾いたことが
あり，今学期はまだ弾いていない曲の中からモーツァル
トのソナタ K.545 を選んで練習している学生で，今回選
んだ３曲も片手のみならず，弾き歌いで伴奏をつけ，容
易に弾きこなした。しかし，楽譜通りであったかという
と，むしろ対極で，「おべんとう」と「こいのぼり」の
両方を，ほぼすべての等拍をぴょんこリズムに変容させ
ていた。
　また，Ｇさんは同じぴょんこ止めリズムを持つ「かた
つむり」と「おべんとう」のテンポをそれぞれ変えてい

たことに注目したい。楽譜には速度記号がなかったにも
かかわらず，「かたつむり」は♩＝ 80 程度の Andante
でリズム変容のない形，「おべんとう」は♩＝ 120 程度
の Allegro で８分音符の等拍をすべてぴょんこリズムに
変容させて演奏したのである。演奏後にそのことについ
て質問すると，学生自身はそのことに気付いていなかっ
たが，「楽しく演奏することだけを心がけたらこうなっ
た」という感想をくれた。そう考えると，Ｇさんの場合，
リズムの変容は全参加者の中で一番多かったが，それは
演奏技術の拙さからくるものではなく，むしろ歌詞から
来る曲想の理解とその表現技術に優れていたからこそ起
きた必然的な変容であったと考えられる。「かたつむり」
はかたつむりのゆっくりとした動き，「おべんとう」は
それを心待ちにしている子どもの楽しげな姿というよう
な日本語の歌詞が意味するものが曲全体のテンポと，リ
ズム変容に影響を及ぼしているのだろう。
　そのことはＤさんも同様である。Ｄさんも「かたつむ
り」と「おべんとう」では多少テンポを変えていただけ
でなく，「おべんとう」と「こいのぼり」の後半部分の
等拍は楽譜通りに演奏したが，前半部分はどちらも軽や
かにぴょんこリズムで演奏している。
　このことについてＤさんは「途中でリズムが違うと気
がついて，修正して演奏した」と述べているが，Ｃさん
からＨさんまでのソナチネ以上を練習中の学生も，楽譜
の情報から，すぐにリズム変容に気付き，二回目には楽
譜通りの演奏を行った。
　しかしながら，バイエル練習中のＡさんＢさんは，ピ
アノなしで、歌や手拍子でリズムをとらえることにも苦
戦した。Ａさんはもとより，バイエルで直前に付点のリ
ズムを使う 88 番や 89 番を練習していたＢさんも，理論
としては，譜例４のように，１拍を４分割して考える付
点のリズムを「おべんとう」の歌詞にあてはめることは
できたものの，拍を数えることに手一杯になり，最後ま
で止まらずに弾き終えることができなかった。

譜例４

譜例５

譜例６
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　そこで，今度は真ん中に〈ツ〉がつく言葉と，それに
関連した意味を持つ２音綴の言葉も同時に考えさせた。
　Ａさんは「バッタ」が「跳ぶ」と即座に答えたため，
全員で譜例５のようにそれを唱えながら手拍子をしてみ
た。すると，先ほどまでの硬さが嘘のようにスムーズに
手拍子でリズムを合わせることができた。
　それを，すぐに「こいのぼり」にもあてはめてやって
みると，難しいと予想された３拍目と４拍目の等拍の変
形したリズムの部分も，譜例 6 に示したように〈跳ぶ跳
ぶ〉の言葉に合わせすぐに取ることができた。あまりに
も簡単にリズムがとれたことに，学生自身も驚くほどの
変化だった。
　厳密にいえば，〈バッタ〉は音綴としては三音綴で三
連符のリズムになるが，このことについても「もうちょっ
とだけ鋭いバッタにしよう」というような声かけだけで
解決した。
　これらのことからも，やはり日本語には日本語に特有
の音感覚が根底としてあるということが分かる。これは
日本語がモーラ言語であることに由来するのかもしれな
い。俳句や短歌などはまさしくその代表例だろう。音と
言葉が深く密接につながっているからこそ，親しみやす
い言葉をあてはめることで，西洋音楽理論の中にある拍
子や拍も理解しやすくなったのではないだろうか。

4．まとめ
　最後に，中山より 40 年ほど後に生まれた，わらべう
たの研究でも知られる小泉文夫（1927-1983）の言葉を
借りて，今回の学生たちの演奏を振り返ってみたい。小
泉はその著『わらべうたの研究』の中で子どもの自発的
創造性と，その子どもたちに与えられる外部からの音楽
教育の内容には大きな隔たりがあり，どこまで行っても
借りものの音楽文化でしかないと述べている 21 が，こ
れは先に引用した中山の序言 22 とも同義だと言えるだ
ろう。子どもの歌に現れるぴょんこリズムは，西洋音楽
でいうところの〈付点８分音符と 16 分音符〉の組み合
わせと完全に同じではないのである。そして，このこと
は今回の学生たちの演奏にもよく表れていたと言える。
学生たちの中で，最も曲の雰囲気に合った演奏をしたの
は，リズム変容ポイントも最も高い学生だった。これは
非常に重要な視点であると考える。子どもの歌にあらわ
れるリズムは，西洋音楽上の楽譜だけで完全に表すこと
はできず，その変容も日本語の歌詞の持つ内容やそこか
ら想像されるテンポ等によって多様な形であらわれる。
このことは，子どもの歌を演奏する際に，必ず心にとめ
ておかねばならない。
　西洋音楽的枠組みの中でとらえた時の正しいリズム
と，日本語から生まれた自然なリズムとは似て非なるも
のであることを理解し，子どもたちの自由な発想から生
まれる音楽やそのリズムを共有する広い理解を持つこと
が，保育に関わる人間には必要とされているのだと考え
る。
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編集委員会が特別に認めた場合はこの限りでない。

第８条（経費の負担）
　 投稿料は無料とする。ただし，カラー印刷や編集委員会の許可

による大幅な訂正等で，増ページが生じた場合などは，投稿者
の負担とする。

第９条（別刷）
　 別刷は 30 部を無料で，投稿者に配付する。ただし 30 部を超え

て希望する場合は，投稿者の負担とする。
第 10 条（編集委員会）
　 編集委員会は，図書委員会の委員で構成し，必要に応じて別に

委員を委嘱できるものとする。
第 11 条（著作権）
　 本誌への掲載論文等の著作権はそれぞれの著作者に属するが，

各著作者は湊川短期大学に対して，当該論文等の出版権・複製
権・公衆送信権等の利用につき，本誌の電子化・公開に必要な
限度でその権利を湊川短期大学が行使することを許諾するもの
とする。

第 12 条（その他）
　 この規程に定めた以外の事柄については，編集委員会の判断に

よることとする。

附則　この規程は，平成 21 年７月 30 日より施行する。なお旧規
程は施行日より廃止とする。

湊川短期大学紀要　執筆要項
１ ．原稿の記述は，表題（和文および英文），執筆者名（和名お

よびローマ字），所属（大学名及び専任・非常勤の別，幼稚園・
保育所名など），和文要旨（300 字以上 400 字以内），もしくは
英文要旨（200 語以上 300 語以内，和文要旨も記載すること），
キーワード５語以内（和文，もしくは英文（英文の場合は和文
キーワードも記載すること））を添付し，本文および注，文献，
表・図，資料の順序に記載する。

２ ．章，節などの見出し区分は，ポイントシステムを用い，次の
順とする。 

　１ .（大見出し），1.1（中見出し），1.1.1（小見出し）, １）片括弧，
（１）（両括弧）

３ ．本文は，書き出し及び改行後の書き出し部分を１マス空け，
句点は「。」とし，読点は「，」（コンマ）とする。

 ４ ．注には通し番号をつけ，本文中の該当箇所の右肩に注１），
注２）のように通し番号をつけ，本文と論文末の文献表との間
に一括して番号順に記載する。注記の見出し語は「注」とする。

５ ．文献は，下記の様式により，論文末尾に著者名のアルファベッ
ト順に一括して記載する。なお，欧文（ローマ字）誌・書名は，
イタリックとする。また，著者が複数の場合は，その全員を記
載する。その際，著者名と著者名の間は，中ポツ [・] でつなぐ。

　a. 雑誌論文の場合 
　　 著者名（発行年）「論文表題」『掲載雑誌名』巻（号），ページ数．
　※欧文雑誌の場合
　　 著者名 . （発行年） 論文表題 , 掲載雑誌名 , 巻（号） , ページ数 .
　【記載例】
　　 鈴木一郎（2000）「総合学習における教育実践学的存在論」『総

合学習』4,　pp. 38-39．
　　 James. M. （2004） Japanese Education, Journal of Education, 

Vol.16, pp. 58-59.
　b. 著書の場合
　　① 著者名（発行年）『書名』出版社・発行所名，発行年，ペー

ジ数．
　　② 著者名（発行年）「論文表題」編者名編『書名』出版社・

発行所名，ページ数．
　※欧文著書の場合
　　　 著者名 . （発行年） 論文表題 . In 編者名（ed）, 書名 , 出版杜・

発行所名 , ページ数 .
　【記載例】
　　 鈴木一郎（1998）『図で読むスクールカウンセリング』ミノ

ルタ書房，pp. 33-45．
　　 Chales.A.,  .Singlehood.  In Macklin.E. Rubin.S（ed）, （1987） 

Families in postmodern society. Oxford University Press, pp. 
34-35.

６ ．図・表は原稿本文と別紙を用いて作成する。そのまま写真製
版して印刷できるようにする。ただし，特殊な印刷については

（例えばカラー印刷等），その実費を投稿者が負担する。原稿本
文に， およその挿入位置等を指定する。

７ ．表のタイトルは表の上に，図のタイトルは図の下に書くこと。
また図と写真は区別せず，図として一連の番号を付けること。

８ ．原稿は A4 判タテ用紙でワープロソフト（Microsoft Office 
Word）を使用し，40 字× 40 行で作成すること。原稿枚数は図
表および注を含めて，16 枚以内とする。

９ ．原稿は，原則としてワードファイルで電子メールに添付して
提出すること。併せて，プリントアウトしたものを１部提出す
ること。

10 ．校正は赤字で初稿に直接記入すること。大幅な修正が必要な
場合は必ず紀要編集委員に承諾を得ること。

  2017.6.7　図書委員会決定
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